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業概要

●事業目的
沖縄県の海外移住者子弟を本県に招待し、県内の同世代の青少年と生活を共にしながら沖縄の歴
史や文化等を学ぶことにより、海外移住者子弟の母県・沖縄への理解と絆を深めるとともに、世
界のウチナ ーネットワ ークを担う次世代を育成する。

●事業内容
(1) 事業実施

事前学習① 平成29年7月1日（土） 9：00~17:00 （県内参加者・県内青年リ ーダーのみ）
事前学習② 平成29年7月15日（土） 9：00~16:00 （県内参加者・県内青年リーダーのみ）

ツアー実施期間：平成29年7月30日（日） ～8月5日（土）
報 告 会 ：平成29年8月5日（土）事業最終日

アフターイベント：平成29年8月8日（火）

(2) 参加者 33名
■ 海外参加者 13~19歳までの海外県系人15名
■ 県内参加者 沖縄県内の中学・高校生16名
■ 青年リ ーダー 沖縄県内／海外県系人2名
①海外・国別内訳【9カ国】

アメリカ合衆国4名・カナダ2名・アルゼンチン共和国2名・メキシコ合衆国1名・
ボリビア多民族国2名・ブラジル連邦共和国2名・ペル ー共和国1名 ・ 大韓民国1名・
フィリピン共和国1名

②海外•世代別内訳
海外参加者 2世＝5名 3世＝7名 4世＝4名

(3) ツアー同行スタッフ
■ 沖縄県職員1名・国際交流員2名（ペル ー・大韓民国各1名）．

通訳・翻訳嘱託員1名（アメリカ） 計4名
■ 担当ス タッフ5名・通訳3名（英語・スペイン語 ・ ポルトガル語 各1名）計8名
■ その他エイサー講師1名・看護師1名 ・ ボランティア 29名

(4) 学習プログラム
①自然学習

沖縄の自然や動植物に触れるアクテイビティーにより、自然の大切さを学ぶ。
②歴史学習

沖縄の歴史的な史跡等を訪れ、沖縄の歴史を学ぶ。
③文化学習

沖縄の歴史から生まれた工芸・芸能等の文化を知り、体験する。
④平和学習

沖縄戦の概要を学び、平和について考える。
⑤社会学習

沖縄での生活を経験し、沖縄の「今」を考える。
⑥移民 ・ 移住学習

沖縄県の移民・移住の歴史や世界のウチナ ーンチュ大会、世界のウチナ ーンチュの日について
学び、ウチナ ーンチュとしてのルー ツを再確認するとともに、次世代のウチナ ーネットワ ーク
の担い手としての自覚を持つ。

ー



総括』底農
世界のウチナー ンチュの絆を深め、 未来へ羽ばたく「ウチナージュニアスタディ ー」
2017年度は、 第 6 回世界のウチナーンチュ大会で制定された「世界のウチナーンチュの日」の制定初
年度を迎える特別な年となった。 第6回世界のウチナーンチュ大会にも参加した2016年参加者がボラ
ンティアとして多く参加し、 例年以上に熱気が高いプログラムとなった。

前年度の事業総括も踏まえ、 保護者・ホストファミリー に事前学習のオリエンテーションに参加して
いただき、 事業に対する理解や安心感につながったものと考えている。

新たなプログラムとしては、 2017年に開館した空手会館で沖縄発祥の空手の学習を取り入れた。 空手
経験者のカナダ参加者が型を披露したこともあり、 評価の高いプログラムとなった。

さらに、 ペルー出身の県系3世のアルベルト城間氏を講師として招き、 「沖縄」に対する想いを語っ
ていただいた。 音楽を交えての身近な体験に基づいた講演に、 参加者はとても感銘を受けていた。

また、 今年度からプログラム後にもホームステイ期間を設けたことにより、 参加者が一堂に会する場
を再度設けることができた。 参加者全員で事業紹介を制作することで事業を振り返り、 絆を一層強化
する機会が持てたことや、 感想文の提出などの利点があった。
参加者は事業終了後もSNS等で連絡を取り合い、 再会を誓い合っており、 その姿はまさにウチナー

ネットワ ー クの拡がり、 絆の深まりを感じさせるものである。

10月30日に開催された「世界のウチナーンチュの日制定記念祭」では、 県内参加者がエンディングの
演出を企画し、 次世代を担うウチナーンチュの代表として、 自ら考えた未来に向けたメッセー ジを宣
言するとともに、 歌手の大城クラウディアさんと肩を組みながら「ミライカナエ」を合唱し、 さらに
制定記念祭の閉会に合わせて、 海外参加者からのビデオメッセ ー ジが流れる中、 会場は感動で包まれ、
式典の開催効果を高める非常に意義深いものとなった。

当事業の特徴として、 海外からも含めたOBOGが事業運営のボランティアとして、 多く参加している
ことが挙げられる。 事業終了時には参加者のウチナーネットワ ー クヘの関心が飛躍的に高まっており、
その感動が継続している間に「世界のウチナーンチュの日」と連携するなど活動の場があればさらな
る関心の高まりを期待できる。 翌年度以降もボランティアや青年リーダーとして事業に関わることが
できることから、 ウチナーネットワ ー クヘの関心を継続して持つことができる。 当事業は、 ウチナー

ネットワ ークを担う次世代育成に大きく寄与するものであり、 事業効果は高いものと考える。

以下、 参加者のコメントを一部抜粋
●この一週間を通して、 10ヶ国のメンバーと本当の家族、 兄弟のように仲良くなりました。

（県内 中3 15歳）
●出会った仲間達と次世代のウチナーネットワ ー クを構築していきます。

（県内 高3 19歳）

●研修を通しての出会いに感謝し、 大学生になったら世界のウチナーンチュを巡る旅に出たいです。
（県内 高3 19歳）

●このツアーは心のなかに刻まれるほど私の人生の中で素晴らしい思い出の一つになりました。
（メキシコ 15歳）

●このツアーで築きあげた絆は一生たもっていきたいです。 そして、 将来ウチナーネットワ ー クをま
た皆で広めて沖縄で会えることを心から願っています。 （ボリビア 18歳）

●このツアーは、 私の人生でかけがえのない大切なものとなった。 最初は軽い気持ちで参加したが、
修了式の時は誰よりも真剣に皆に感謝する気持ちを持つようになった。 （大韓民国 18歳）

●私たちは兄弟•姉妹だから「沖縄」という帰る場所があることを一生忘れません。
（フィリピン 18歳）

2
 



主催：沖縄県文化観光スポーツ部
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航空 ・ 保険 ・ 宿泊 ・ バス手配

（樹日本旅行沖縄
旅行部課長：漢那元基
MICE営業部：平良槙妃

u 

看護師

サポートスタッフ

■ 総括責任者
闊サン ・ エージェンジ 一

常務取締役：勝連雅晴

■担当者
閻サン ・ エージェンジ 一

営 業：比嘉礼己

2006�2011 JST担当
宮古テレビ：太田卓也

沖縄介護センタ ー

糸数仁美

エイサー講師

琉球國祭り太鼓
国際部長：佐久田瞬香

ポランティアスタッフ
（企画 ・ 進行）

ジュニアスタデイツアー

ウチナ ージュニアスタディ
卒業生メンバ ー

チューター

■英語：豊見山佐妃
■ 西語：宮平千聖

岡本裕子
■ 葡語：高良奈津絵

移民 ・ 移住学習

（特活）沖縄NGOセンタ ー

大仲るみ子 ・ 晨壁由香
佐久田アンドレス

根路銘マリアソレダ
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7/31（月）
2日目
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渇外参加名による移民の経閲1" ．00万Ill渾凩館到着
(4F壌疎）※サミットホール見学・トイレ休醜

11,30万Ill津鼠館出発（ランチBOX配布）
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7:30起床
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12 00昼食｛レストラン）

8:00出発
※北甜観光パス
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11:45昼食
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12：叩ひめゆり平和祈念資料鱈 見

13:00平和1員築ウークショッ ブ
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ド
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1
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12:30来費・一般参加看受付開姑 一
13,00行鋤宣言

よ
14·00 114: 10フォトランゲージ
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18, 10会場転隕
18,30ウェルカムパー ティ ー 18,30夕食
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10·00 I 傘舅：県内●加看主儘

(◄F大ホール）
※讐加人数100名程度l19,30 ●加者自国紹介～第2部～

16:30エイサ ー講習

i8:OO夕食準漏(BBQ)

18,30夕食(BBQ)

19.00夕食片付け(BBQ)

IS:30沖縄空手會鰭見学

17,40沖闘空手会館出発

17: 20散策修了

17:50 ホ テル到着

※受付：卒纂ポランティア 13:00集合
13:00修7式及び輯告食 ①ウチナージュニアスタディーの
前日まとめた移民学習の発表 感想文を提出

ぼ匹）l•UJSについて総揖・畏言長表 ※記入してない.加芍は当日記入
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書

授与（国内参加者） ②感想文を提出した参加名は
・ジュニア大使認定証授与｛濤外参加者） 制作物を作成
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※参加人数100名程度

（自治会館ホール）
17:00終了～解散

2000 19:50キャンブファイヤー

18, 10ホテル到惹
18,30夕食

炊濱；；ヽ ・ノi)一•,，ィム
18, 15夕食

19,15 一 日の振り返り
10,30 一 日の裏り返り

洗濯・エイサ ー講因（時間は関整） l20.00エイサ ー講む

17:30さよならバーティ ー終了
バレット久茂地前へ移動
17:45エイサー濱算

＾→• ,J,.ヽ
＼ノV1 ‘‘..,r,

※一万人エイサーhnタイアップ↑欝
18·30夕食

（パレット久茂地前）
18;30絡了～解散

10,30エイサ ー鵡否

20:95パー ティー籟7 ※濃行•,州卒書牛ポランティア介•

21.00 121,00～日穫終了～
参加行榎り返りシート記入

スタッフミー ティング

22.00 122.00就寝

・グル ープ対抗ゲーム
・友情の火（芸い）
・ダンス

21 00 ～日12終7~•ア
ンケ ート冊子配布

1

2, 0
0～日程終了

～
・
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ンケ ートfill子配布

1
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～・アンケ ートfill子配布

参加名伍り返りシート記入 参加行振り返りシート記入 参加行振り返りシート記入

スタッフミー ティ ング

22.00就哀

スタッフミー ティング

22,00就哀

スタッフミーティング

富泊地

スタッフ1ii!!回

サザンブラザ瀧邦

22.30柊了

つつじエコパーク

22:30終了

つつじエコパーク

スクッフは巡回

サザンブラザ爛邦 サザンブラザ爛邦

22.00就哀
スタッフは巡回

サザンブラザ漏邦 ホームステイ 嘉覇市文化テンブス鰭



鏡参加者）
子......... 年年齢 ’I生別 学校名氏名

稲福優衣
女 浦添市立港川中学校 2 14 1 

Yui Inafuku 

高野美月
15 女 浦添市立神森中学校 3 2 

Mizuki Takano 

営山彩奈
女 沖縄県立読谷高等学校 2 17 3 

Ayana Toyama 

輿那領元就
18 男 沖縄県立北中城局等学校 3 4 

Motonari Yonamine 

田中省冴
男 沖縄県立陽明高等学校 1 16 5 

Shogo Tanaka 

仲村香南
16 女 昭和薬科大学附属局等学校 1 6 

Kana Nakamura 

生盛翔大
19 男 沖縄県立首里局等学校 3 7 

Shota Seimori 

大城瑠奈
19 女 沖縄県立那覇国際局等学校 3 8 

Runa Oshiro 

友利木綿子 ・

18 女 沖縄県立那覇西高等学校 3 ， 
Yuko Tomori 

中川友希
16 女 沖縄尚学高等学校 1 10 

Yuki Nakagawa 

喜屋武瑚乃海
女 沖縄尚学高等学校 2 17 11 

Konomi Kyan 

神里和花
18 女 沖縄県立南部商業局等学校 3 12 

Nodoka Kamizato 

大城里緒
18 女 沖縄県立向陽局等学校 3 13 

Rio Oshiro 

知念菜々子
18 女 沖縄県立向陽高等学校 3 14 

Nanako Chinen 

西原新菜
18 女 沖縄県立豊見城局等学校 3 15 

Nina Nishihara 

松長加奈絵
18 女 沖縄県立南部農林局等学校 3 16 

Kanae Matsunaga 

輿那領加奈絵
21 女 沖縄国際大学 3 17 

Kanae Yonamine 
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三釦胆者名簿（海外参加者）

氏名 年齢性別 国名 世代

プカチ アマンダルイザ
1 

TAKOCH AMANDA LUIZA 
17 女 アメリカ合衆国 4 

2 
バットマングリジガブリエル

BATMANGLIDJ GABRIEL 
16 男 アメリカ合衆国 3 

3 
レッドモンドマイケル ジョセフ 世

REDMOND皿MICHAEL JOSEPH 
16 男 アメリカ合衆国 2 

4 
国場茶梨沙

KOKUBA CHALISSA 
18 女 アメリカ合衆国 2 

5 
カイジャク浦崎オシャン

KYJAC-URASAKI OCEAN 
16 女 カナダ 2 

6 
岡山アグス丁イナ アイリン

OKAYAMA AGUSTINA AILIN 
18 女 アルゼンチン共和国 3 

7 
花城ビクトリア アイレン

HANASHIRO VICTORIA AYLEN 
19 女 アルゼンチン共和国 3 

8 
仲宗根坂東マリアフェルナンダ

NAKASONE BANDO MARIA FERNANDA 
15 女 メキシコ合衆国 4 

， 
比嘉千智

HIGA CHISATO 
18 女 ボリビア多民族国 3 

10 
長嶺モ カ恵

NAGAMINE MONICA MEGUMI 
17 女 ボリビア多民族国 3 

11 
山内マリン

YAMAUCHI MARYN 
17 女 ブラジル連邦共和国 3 

12 
知花アリネアケミ

CHIBANA ALINE AKEMI 
18 女 ブラジル連邦共和国 3 

13 
ムフタウエズアリサス丁ファ

MURATA UEZU ARISA STEFANY 
17 女 ペルー共和国 4 

14 
我如古丈浩

GANEKO TAKEHIRO 
19 男 大韓民国 2 

15 
カシピット ジェイミ

CASIPIT JAMIEE 
17 女 フィリピン共和国 4 

16 
親川愛

OYAKAWA AI 
24 女 カナダ 2 
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グルーZ表
＊グループリ ーダー

Aグループ B グループ C グループ

＊生盛 翔大 ＊興那嶺 元就 ＊友利 木綿子

1 Shota Seimori Motonari Yonamine Yuko Tomori 

沖縄—OKINAWA 沖縄—OKINAWA 沖縄—OKINAWA

大城 瑠奈 大城 里緒 松長 加奈絵

2 Runa Oshiro Rio Oshi ro Kanae Matsunaga 

沖縄—OKINAWA 沖縄—OKINAWA 沖縄—OKINAWA

田 中 省冴 喜屋武 瑚乃海 営山 彩奈

3 Shogo Tanaka Konomi Kyan Ayana Toyama 

沖縄—OKINAWA 沖縄—OKINAWA 沖縄—OKINAWA

花城 ピク ト リ ア アイ レン 稲福 優衣 パッ トマングリジ ガプリエル
＇ 

4 HANASHIRO/VICTORIA AYLEN Yui Inafuku BATMANGLIDJ GABRIEL 

ァルゼンチン—ARGENTINA 沖租亀-OKINAWA アメ リ カ—USA

長嶺 モニカ 恵 カイジャク 浦崎 オーシ ャ ン 岡山 アグスティ ナ アイ リ ン

5 NAGAMINE/MONICA MEGUMI KYJAC-URASAKI OCEAN OKAYAMA/AGUSTINA AILIN 

ボリ ビア—BOLIVIA カナダ-CANADA アルゼンチン—ARGENTINA

ムラタ ウエズ アリサ ステファニ 山内 マ リ ン 比嘉 千智

6 MURATA UEZU/ARISA STEFANY YAMAUCHI MARYN HIGA CHISATO 

ペル―-PERU ブラジル—BRAZIL ボリ ビア—BOLIVIA

一
＊知念 菜々子 ＊西原 新菜 I 

1 Nanako Chinen Nina Nishihara I 
沖縄—OKINAWA 沖縄—OKINAWA I 

神里 和花 仲村 香南 I 
2 Nodoka Kamizato Kana Nakamura I 

沖縄-OKINAWA 沖縄—OKINAWA I 
高野 美月 中川 友希 I 

3 M1zuki Takano Yuki Nakagawa I 
沖縄—OKINAWA 沖縄—OKINAWA I 

テカチ アマンダ ルイザ レッ ドモン ド マイケル ジョセフ 三世 I 
4 TAKOCH/AMANDA LUIZA REDMOND ill/MICHAEL JOSEPH I 

アメ リ カ—USA アメ リ カ—USA I 
国場 茶梨沙 仲宗根 坂東 マ リ ア フェルナンダ I 

5 KOKUBA(HAIRSTON)/CHALISSA(YUKIKO) NAKASONE BANDO / MARIA FERNANDA I 
アメ リ カ—USA メキシコ —MEXICO I 

知花 アリネ アケミ 我如古 丈浩 I 
6 CHIBANA/ ALINE AKE MI GANEKO TAKEHIRO I 

ブラジル—BRAZIL 韓国—KOREA I 
カシピッ ト ジェイミー

／ 
7 CASIPIT JAMIEE I 

フ ィ リ ピン—Phil i ppine I 
7
 



ク乏ュール
=-

■ ［事前学習①］ 7月 1 日 （土）

実施内容 ： ● オ リ エンテーシ ョ ン ● 交流プログラム

09 : 00 集合 ・ 出席確認

第一部（県内参加者 ・ 県内参加者の保護者 ・ 海外参加者ホームステイ受入先 参加）
09 : 10  オ リ エンテー シ ョ ン

● 主催者挨拶
● 事業概要説明
● スタ ッ フ紹介
● ビデオ上映（世界のウチナー ンチュ大会ダイ ジェス ト版 ・ 開会宣言）
● 県のウチナーネッ トワ ーク施策の説明
● 事業プログラム説明
● 参加者心得 ・ 注意事項説明
● 保険の説明
● 海外参加者のフ ライ トスケジュ ールの説明
● 質疑応答
● 県内参加者 ・ 県内青年 リ ーダーの 自 己紹介

1 1 : 00 国際交流員等による英語 ・ スペイ ン語 ・ 韓国語の勉強会
12 : 00 昼食

第二部（ボラ ンティ ア進行による交流プログラム』13 : 00 ボラ ンティ アスタ ッ フの自 己紹介 ・ 体 談
13 : 1 5 アイスブ レイク（ゲーム）

● イス取 り ゲーム
● し っ ぽ取 りゲーム
● 鬼探 しゲーム

宿題の説明
● 市町村紹介
● ウ ェルカムパーティ ーの余興
● フ ァ ミ リ ース ト ー リ ー

16 : 30 余興の内容作成

14 : 30 

17 : 00 事前学習終了
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事前学＿習一①ユ

事前学習①
日 時 ： 7月 1 日 （土） 9 : 00,...,17:00
場所 ： 沖縄県市町村自治会館

オ リ エ ンテーシ ョ ン 9 : 00,..., 10:50 
● 目的
県内参加者に加え県内参加者の保護者 ・ 海外参加者ホームステイ受入先を招き、 ウチナー ジュニ
アスタディ ーの趣旨や事業説明 ・ 注意事項の説明を行い、 理解を しても ら う 。
● 実施内容
①主催者挨拶（沖縄県文化観光スポー ツ部交流推進課長 川 上睦子）
② 事業概要説明
③スタ ッ フ 紹介
④県のウ チナーネ ッ ト ワ ー ク施策の説明
⑤プログラム説明 ・ 参加者心得説明 ・ 注意事項説明
⑥保険の説 明 ・ フ ラ イ トスケジュ ール説明
⑦質疑応答
⑧県内参加者 ・ 県内青年 リ ーダ ー の 自 己紹介
● 結果
県内参加者の保護者 ・ 海外参加者ホームステイ受入先を招き、 事業説明 ・ 注意事項の説明を行う
こ とで、 直接や り と り ができ、 不安を軽減する こ とがで きた。 また信頼感が生まれ、 事業への協
力 を よ り得る こ とができた。

国際交流員等に よる勉強会 1 1 :00,-..,, 1 2 : 00 
● 目 的
県内参加者はホス ト役 と して海外参加者を受け入れるため、 英語 ・ スペイ ン語 ・ 韓国語の簡単な
言葉の勉強を行なう 。
● 実施内容
①挨拶の言葉
② 自 己紹介の仕方

ボラ ンティ ア進行による交流プログラム 13:00,..., 17:00 
● 目 的
県内参加者 ・ ボラ ンティ ア参加者が楽 しいゲームを行ない、 仲を深める。
● 実施内容
①アイスフ レイク（ゲーム

● イス取 り ゲーム／ し つ l歪取 り ゲーム／鬼探 しゲーム
②宿題の説明

● 市町村紹介
● ウ ェルカムパー ティ ー の余興
● フ ァ ミ リ ース トー リ ー

③余興の内容作成
● 結果
交流プログラムを行っ た こ とで、 緊張もほ ぐれ距離が縮まっ た。

，
 



翌②に立ジュニ凶

■ ［事前学習②］ 7月 1 5 日 （土）
実施内容 ： ● NGOセンターのワークショ ッ フ゜ ● 交流プログラム

● 余興練習

09 : 00 集合 ・ 出席確認

第一部(NGOセ ンタ ー に よ る ワ ー ク シ ョ ッ プ）
09 : 05 アイスブ レイク

09 : 20 フ ァ ミ リ ース ト ー リー 共有～家族 とのつなが り 、 歴史を感 じ る～
10 : 00 休憩

10 : 10 ゲス トス ピ ー カ ー をむかえて（講話）

1 1 :  10 Gambateandoを感 じ よ う ～グルー プで ミニ ド ラ マ作成～
1 1 : 45 ま とめ

12 : 00 昼食
第二部(UJS空菜告ボラ ンティ ア進行 に よる交流プログラム）
13 : 00 ホフ ノプイ アスタ ッ フ の自 己紹介

13 : 15 アイスブ レイク ゲーム ・ ダンス）
● じ ゃ んけん列箪
● 人間知恵の輪
● YMCA 
● マカ レナ
● Ai Se Eu Te Pego ! 
● 5 · 6 · 7 · 8 

14 : 30 フ リ ータイム
● 市町村紹介の作成
● ウ ェルカムパー テ ィ ー の余興練習

15 : 40 グルー プ リ ーダー発表
16: 00 事前学習終了
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-堂習一②

事前学習②
日 時 ： 7月 1 5 日 （土） 9 : 00,-..., 16:00
場所 ： てんぶす館 レッスンルーム
講師 ： 大仲るみ子 ・ 翼壁由香
ゲス トスピーカ ー ： 佐久田アン ド レス ・ 根路銘マ リ ア ソ レダ

沖縄NGOセ ンタ ー による ワ ークショ ッ フ
°

9 : 00~1 2 : 00 
● 目 的

NGOセン ターが講師となり、 沖縄の移民について ワ ークショップを行ない、 県内参加者に過去か
ら現在までの海外のウチナ ーンチュの動きを知っ てもらう。 またゲストスピ ーカーを招き 、 移民
の実体験の話を聞 く 。
● 実施内容
①アイスフ レーキング
②県内参加者のファ ミリーストーリーを発表
③ゲストスピ ーカーによる講話
④移民小唄から学ぶ（劇／ミニ ドラマ）
＇ 結果
ケストスピ ーカーから移民の講話を聞いて、 参加者1人1人が移民についての関心が高まっ た。

ボラ ンティ ア進行による交流プログラム 1 3 : 00,-..., 16:00 
● 目 的

ジュニアス タデ ィー ツアー ・ ウチナ ージュニアス タデ ィーで恒例のダンスの練習やゲームを覚え
て、 県内参加者がホスト役と して海外参加者を迎えるための準備を行なう。
● 実施内容
①アイスフ レイク ゲーム ・ ダンス）

● じ ゃ んけん列箪
● 人間知恵の輪
● YMCA 
● マカ レナ
● Ai Se Eu Te Pego !  
● 5  • 6 · 7 · 8 

②ウェルカムパーティーの余興の練習
● 結果
海外参加者を迎える準備ができた。
ウェルカムパーティーの余興の準備も順調に進み、 本番に向 けて各自自主練を行ない、 調整をす
る。
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日 時 ： 7月 28日 （金） ・ 29日 （土）
場所 ： 那覇空港
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日 時 ： 7月 28日 （金） ・ 29 日 （土）
場所 ： 那覇空港
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[ 1 日目］ 7月 30日 （ 日 ）

実施内容 ： ●開講式～オ リ エ ンテーショ ン
● NGOセ ンタ ーのワークショ ッ プ●交流プログラム
• ウェルカムバーティ ー

09 : 00 

10 : 20 

10 : 30 

1 2 : 00 
13 : 00 

1 5 : 45 
1 5 : 55 
16 : 30 

18 : 20 
1 8 : 45 
20 : 20 
2 1 : 00 

開講式～オ リ エンテ ー シ ョ ン（サザンプラザ海邦
● スタ ッ フ紹介
● 参加者自 己紹介
● 事業概堅説明
● プロクフム説明
● 心得 ・ 注意事項説明
● リ ーダー選出 ・ クルー プ発表

休憩

4階琉球）

自 国紹介～第一部～
● アマンダ（アメ リ カ

：幻謬雪lティ ナ（アルゼンチン）
● ガ ブ リ エル（アメ リ カ ）
● マ リ アばキシコ
● 千智 ・ 、し、 ボ リ ビら
● マイケ） 化アメ リ カ
● 丈浩（韓 玉 ）

｝ 

昼食（サザンプラザ海邦 4階首里）
NGOセ ンタ ー による ワ ー クショ ッ プ
● アイスブ レイク
● アイ ―ヽ ー ー 、‘ - -プ ノプ イ プイ ーク フプー ン ヨ ン①
● 写真から見る移民の歴史 と現在～ フ ォ ト ラ ンゲー ジ～
● フ ォ ト ラ ンゲー ジ共有（グルー プ発表）
● ふ り かえ り

部屋割 り 発表

荷物を部屋に移動～途中休憩～
UJS卒業生ボラ ンティ ア進行 に よる交流プログラム

（サザンプラザ海邦 2階サンプラホール）
● じ ゃ んけん列車(YMCA)
● 人間知恵の輪
● 新聞紙乗 りケー ム
● マカ レナ
● Ai Se Eu Te Pego !  
● 5 • 6 · 7 · 8 

ウ ェルカムパーティ ー会場へ移動

ウ ェルカムパー ティ ー 開始（サザンプラザ海邦

ウェルカムパーティ ー終了

スタ ッ フ ミ ー ティ ング

4階大ホール）
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乏ム 1

オ リ エ ンテーシ ョ ン 9 : 00,...,, 1 2 : 00 
● 目 的
県内参加者 ・ 海外参加者が初めて顔を合わせる 。 一週間安全で楽 し く 学びの多いツアー とするた
めウチナー ジュニアスタディ ー の趣旨 ・ 概要を説明する 。
海外参加者 に 自 国紹介を しても ら い、 参加者全員に県人会の動きや他国の文化 ・ 風習のこ とを
知 っ て も ら う 。
● 実施内容
①スタ ッ フ紹介
②参加者自 己紹介
③事業概翌説明
④プロク フム説明
⑤心得 ・ 注意事項説明
⑥ リ ーダー選出 ・ クルー プ発表
⑦ 自 国紹介～弟一部～
● 結果
県内参加者は海外に興味を持ち、 た く さん海外参加者に積極的 に質問をする姿が見受けられた。
海外参加者の こ とを詳 し く 知 り た い と いう 姿勢が見られた。
● 参加者の感想
「それそれの国のプレゼンを聞いて、 他国 にももっ と興味を持っ た り する こ とがで きた。 」

県内参加者 ： 女子
「全てが初めてのこ とで緊張 していた。 皆 と仲良 く な り たい と いう 気持ちはいっ ぱいだっ たが、
話す言語が違うので積極的 に声をかけるのが難 しかっ た。 」

海外参加者 ： 男子

沖縄NGOセ ンター による ワークショ ッ プ 1 3 : 00,...,,1 5 : 35 
講師 ： 大仲るみ子 ・ 翼壁由香 • 佐久田アン ド レス ・ 根路銘マ リ ア ソ レダ
● 目 的
アイデンテイ ティ ー について考える。
自分のアイデンテイ ティ ー と他の参加者のアイデンテイ ティ ーの違いを体感する 。
● 実施内容
①アイスフ レイク
②アイデンテイ ティ ーグラデー シ ョ ン①
③写真から見る移民の歴史 と現在～ フ ォ ト ラ ンゲー ジ～
④ フ ォ ト ラ ンゲー ジ共有（グルー プ発表）
⑤ふ り かえ り
● 結果
参加者同士のアイデンテイ ティ ー を互いに共有する こ と によ っ て、 自分の今の 「ウチナー ン
チュ 」 や 「沖縄」 に対する気持ちが理解で きた。
● 参加者の感想
「 自分のアイデンテイ ティ ー と は何かと改めて考える と 、 単純に沖縄なのか疑問を持っ た。 この
研修中 に答えが見つけられる よ う に したい。 」

県内参加者 ： 女子
「異国へ移民 した私たちの先祖の困難さを学べた良い機会だっ た。 」

海外参加者 ： 女子
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且目

交流プログラム 16:30""'J 18: 10 
● 目 的
卒業告ボラ ンティ アが進行役とな り 、 グルー プ対抗ゲームを行う こ と に よ り 、 これから 1週間プ
ログフムをよ り楽 し く できる よ う にコ ミュニケー シ ョ ンの向上を 目指す。
● 実施内容
① し ゃ んけん列車(YMCA)
②人間知恵の輪
③新聞紙乗 りケーム
④マカ レナ
⑤Ai Se_ Eu Je P_ego !  
⑥ 5  • 6 • 7 · 8 
●結果
グルー プ対抗ゲームの人間知恵の輪や新聞紙乗 りゲーム に よ っ て参加者同士のコ ミュニケー シ ョ
ンを図 り 、 チーム ワー クが深まっ た。
参加者は交流プログラムを通 して、 緊張がほ ぐれ楽 しんでいる姿が見受けられた。
● 参加者の感想
「みんなで人間知恵の輪 した り 、 新聞紙乗 りゲーム した り して、 一気にお互いの距離が縮まっ
た気が した。 」

県内参加者 ： 女子
「みんな多彩なタ レン トや個性を持っ ているのを見て感 じた。 このプログラムで出会っ たすべて
の絆を長ら く 続けたい と思っ た。 」

海外参加者 ： 男子

ウェルカムパーティ ー 18:45""'J20: 20 
● 目 的
①海外参加者と県内参加者同士が言葉や文化の違いにふれ、 本事業を有意義なものにするために
行 う 。
②参加者個人の特技を生か し、 余興を披露 して も ら い、 参加型形式と する 。
同世代が同世代をもてなす交流をする 。 ジュニアスタディ ー卒業生に参加協力を呼び掛け、 プロ
グラムを作成。 進行も卒業生が行う事によ り 、 親近感あふれアッ トホームな場とな り ウチナー

ネッ トワ ー ク構築の早道とする。
● 実施内容
司会進行は16期卒業生ボラ ンティ ア
①歓迎挨拶
②乾杯の音頭
③県内参加者による余興（海外参加者を迎える ）
④沖縄クイズ
⑤カチャ ー シー

⑥集合写真撮影
● 結果
余興は海外参加者に豊ばれ、 大いに盛 り 上がっ た。
また県内参加者が事即学習 に作成 した沖縄クイズ、 県内参加芦と海外参加者が2人1組にな り 、
回答するシー ンも、 徐々 に心が打ち解けあ っ ているよう に見スた。
● 感想
「男舞の“安里屋ユンダ’がとても気に入 り ま した。 三線も見ていて とても楽 しかっ た。 一番のお
気に入 り は、 ダイナミ ッ ク琉球で した。 」

海外参加者 ： 男子
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1 8 : 45 

1 8 : 45 

1 8 : 48 

ムパー乞

開会

歓迎挨拶

乾杯の音頭

食事 ・ 懇談

1 9 : 20 余興（開始）

19 : 20 

19 : 30 

1 9 : 35  

1 9 : 40 

1 9 : 50 

20 : 00 

20 : 10 

空手 ・ 制服紹介

三線

琉舞

ダイナミ ッ ク琉球

沖縄クイズ

カチャ ー シー

集合写真

20 : 20 閉会

日 時 ： 平成29年7月 30 日 （ 日 ） 1 8 : 45~20 : 2  
場所 ： サザンプラザ海邦 大ホール

司会 ： ウチナー ジュニアスタディ ー 卒業生
中村 優太( 1 6期）
赤嶺 未夢( 1 6期）

沖縄県文化観光スポー ツ部
交流推進課課長 川 上 睦子

沖縄パンアメ リ カ ン連合会
会長 大山 盛稔

新菜 ・ 友希 ・ 瑚乃海 ・ 翔大 ・ 里緒 ・ 菜々 子 ・

彩奈 ・ 元就

木綿子 ・ 和花 • 松長加奈絵

優衣 ・ 美月 ・ 輿那嶺加奈絵

参加者全員

参加者全員

参加者全員 ・ ボラ ンティ ア
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=＝-—• 

■ [2日 目 ］ 7月 3 1 日 （月 ）
実施内容 ： ● 表敬訪問 ● 万国津梁館見学 ● 美ら海水族館見学

● ビーチアクテイ ビティ

07 : 00 朝食

08 : 1 5  ホテル出発

08 : 30 県庁到着

08 : 45 表敬式典
● 歓迎セ レモニー

● 集合写真撮影

09 : 30 県庁出発

1 1 : 00 万国津梁館到着
● サミ ッ トホール見学
● トイ レ休憩

1 1 : 30 万国昼津
食

梁は館バ
出
ス

発
内※ で弁当

1 2 : 1 5  海洋博公園到着

1 2 : 30 海水の族講
館

習
のバッ クヤー ド見学

1 3 : 10  美ら海水族館見学

14 : 30 イルカシ ョ 一見学

15 : 30 ビ ーチアクテイ ビティ

1 7 : 00 海洋博公園出発
18 : 00 つつ じエコパー ク到着
18 : 30 夕食（つつ じエコパー ク内 レス ト ラ ン）

19 : 30 エイサー練習

20 : 40 自 国紹
介

J

サ
沙

ィノ

ナ

～
『＝

（

ペ

ダ
ア

第
ー`
ルj
）

ラ
二

ジ
ー

フ
リ

部ル
）
カ
ィ

～） 

） 
リ

● マ リ
● ア リ
● ジエ ピ ン）
● 茶梨（カ

沙ナ（ 
● 愛（ ）

22 : 00 スタ ッ フ ミ ーティ ング
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産羽ープ旦乞乏竿 且 目

歓迎セ レモニー 8:45,....,_,9: 30 
場所 ： 沖縄県庁
● 目 的
沖縄県の行政の中枢である県庁を表敬し、参加者に各国の代表という意識を持たせる。 例年、各
マスコ ミから取材があり、県民に広 く本事業の開催を周知及びPRを図る。
● 結果
「世界の同世代のウチナ ーンチュと繋がりを持つことにより、自分の住む国とオキナ ワを結ぶこ

とができる懸け橋になれたらいいと思っ ています。 」 （ボリビア ：比嘉千智）、 「グロ ーバ） 凶ヒが
進む社会で、ウチナ ーンチュ同士の繋がりを強め、ウチナ ーネットワ ークを受け継いでいけるよ
うにこれから1週間よ く 学び、よく 遊び、頑張っ ていきましょ う。 」（沖縄県：大城里緒）と誓っ
た。
沖縄県文化観光スポー ツ部の嘉手苅部長は 「プログラムを通して様々 な気づきや学びを得ていた
だき、一人一人が将来のウチナ ーネットワ ークの担い手として成長し、沖縄と世界の架け橋にな
られることを期待しております。 」と激励の言葉を述べた。
海外参加者から県職員へお土産を手渡すシーンも見受けられた。
● 参加者の感想
「県内参加者代表の里緒•海外参加者代表の千智が素晴らしいスピ ーチをしていた。 県代表とし
て、これからの1週間多 く のことを学んでいこうと思っ た。 」

県内参加者：女子
「テレビで放送されていて、ウチナ ージュニアス タデ ィーがどれだけの意味のあるものかを沖縄
県民に示していたと思う。 私たちをそれぞれ母国と共に紹介して く れて、とても心が温まっ た。
私たち海外参加者に対して尊敬と心を開いて く れているように感 じました。 」

海外参加者：女子

万国津梁館見学 1 1 : 00,....,_, 1 1 : 30 
● 目 的
2000年7月に 「九州・沖縄サミット」の首脳会含会場として使用された万国津梁館サミット
ホールを見学し、写真を見て、当時のサミットについて考える。
● 実施内容
①サミットの警備体制を説明
②万国津梁館サミットホールを見学
③当時の写真を見学
④集合写真撮影
●ヽ 結果
沖縄で各国の首相や大統領が集まっ て、首脳会議が行われたということを学んだ。
自国の首相や大統領が首脳会議に参加していたことを知っ て喜んでいた海外参加者もいた。
● 参加者の感想
「沖縄でサミットがあっ たことは学校で習っ たことがあっ たけど、実 際にサミットが行なわれた
場所を見学することができて沖縄と世界のつながりを再確認することができて良かっ た。 私も
日々 努力をして、世界と沖縄の懸け橋になる存在になりたい。 」

県内参加者：女子
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学習ズ旦グーラ」さ2 且 且

海の講習 12:30,...,, 1 3 : 00 
美ら海水族館見学 13:  10,...,,14: 10 
イルカ ショ ー 14: 30,...,, 1 5 : 00 

● 目的
沖縄の海の生物などを学んだ後に世界最大級のアクリル ガラスで作られたパノラマウ ィン ドウ
を通 して、沖縄の海の輝きや神秘、その美しさを体感し沖縄の海という自然遺産の大切さを学
ぶ。
● 実施内容
①海の講習（美ら海財団職員による自然学校）
②美ら海水族館見学
③オキちゃ んのイルカショ ー

竺般の方が立ち入りできない水族館の裏側で自然学習を行ない、
水族館では実 際に海の生き物に触れたり、見たりして参加者は楽しみながら学んでいた。
●参加者の感想
「バックヤー ドでの水族館の説明 は、とても勉強になっ た。 」

県内参加者：女子
「沖縄はサンゴの環境の豊かさと魚たちの環境を守っ ているのだと感 じました。 今 回の見学では
海洋環境のことだけでな く 、これからの海洋環境を どう守 っ ていく のか学べました。 」

海外参加者：女子

ビーチアクテイ ビテイ 1 5 : 30~ 
● 目 的
沖縄の海を体験する。 またビ ーチアクテイビティを通し、参加者同士のコ ミュニケーションを図
る。
●結果
県内参加者が海外参加者をリ ー ドし、コ ミュニケーショ ンをとっ て、さらに仲良 く なっ ている
シーンも見受けられた。 また、海外参加者の中には初めて海に入る参加者や「沖縄の海が綺麗」
と興奮している参加者もおり、沖縄の海の美しさを実感することができた。
● 参加者の感想
「海外参加者たちとた く さん喋り、た く さん写真が撮れて嬉しかっ た。 このビ ーチアクテイビ
テ ィで絆が深まっ たと思います。 」

県内参加者； 女子
「参加者たちと仲良 く なるキッカケになっ た。 海で遊べる時間がとても短 く 感 じた。 」

海外参加者：男子
「今まで見てきた海で、沖縄の海が一番綺麗だっ た。 海の色や砂浜が綺麗でゴミ一つなかっ た」

海外参加者：女子

自国紹介～第二部～ 20 :40~ 

い
● 実施内容
海外参加者による自国紹介( 1日目に発表できなかっ た参加者が発表）
● 結果
2日 目ということもあり発表者に対し、質問数がかなり増え、お互いのことを知りたいという気
持ちが強 く なっ た。
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歓迎セレモニー式次

8 : 45 開会

8 : 47 参加者紹介

8 : 57 歓迎の挨拶

9 : 02 参加者代表挨拶

9 : 1 2  閉会

～ 中庭 に移動～

9 : 1 5  記念撮影

日 時 ： 平成29年7月 3 1 日 （月 ） 8 : 45�9 : 30
場所 ： 沖縄県庁 1 階 県民ホール
司会 ： 池間 久美子

司会

司会

沖縄県文化観光スポー ツ部長
嘉手苅 孝夫

海外参加者代表
比嘉 千智 （ボ リ ビ ア多民族国）

県内参加者代表
大城 里緒（向陽高等高校）

司会

2 1  



学習之旦乞ユム坦 且（込ケ乏エ＝＆）コ

● [3 日 目 ］ 8月 1 日 （火）
実施内容 ： ● 川 ト レッ キング ● BBQ ● 交流プログラム

● キャ ンプフ ァイヤー

08 : 00 朝食

09 : 00 東の沢 ト レ ッ キング

12 : 00 昼食（つつ じエコパー ク内 レス トラ ン）

13 : 00 フ リ ータイム ・ 洗濯

15 : 30 自 国紹介～第
三部～● アケミ（ブラジル）

●木綿子 ・ 瑚乃海 ・ 友希 ・ 和花 ・ 新菜 ・ 香南（沖縄）
16 :45 エイサー練習

18 : 30 BBQ 

19 : 1 0  BBQ片付け

19 : 30 UJS卒業生ボラ ンティ ア進行による交流プログラム
グループ対抗ゲーム

21 : 30 

● 炭酸早飲み
● あめ玉探 し
● モノ マネあてゲーム
● 絵の伝言ゲーム
● リ アクシ ョ ンゲーム
● 腕相撲対決

キャ ンプフ ァ イヤ ー ～友情の火（誓い）～点火後、 参加者全員でタ ンス
● YMCA 
● マカ レナ
● Ai Se Eu Te Pego !  
● 5 • 6 · 7 • 8 

23 : 00 スタ ッ フ ミ ーティ ング
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産羽プログラム3 日 目---'‘ 

東の沢 ト レッ キング 9 : 00,..., 1 1 : 00 
● 目 的
大自然の中を専門ガイ ド による説明受けながら川 ト レッ キングを体験 し、 自 然の見方や楽 しみ方
を学ぶ。 また参加者同士で手を取 り合っ て互いに助 け合い、 チームワ ーク ・ 絆を深めるプログラ
ム。
● 実施内容
ゃんばるの東村で大自然を感 じながら川 ト レッ キングを行なう 。
● 結果
参加者たちは普段学べない大 自 然の楽 し さを学んだ。
コ ミュニケー シ ョ ンを取 り合い、 手を取 り合っ て ト レッ キングを楽 しんだ。
● 参加者の感想
「 とて も大変な道がた く さんあっ たが、 みんなで協力 して、 なんとかゴールする こ とができた。
そ して、 参加者同士が協力 し合い仲が深まっ た と思う 。 」

県内参加者 ： 男子
「 リバー ト レ ッ キングは初めての経験で、 泳ぎ方がわからないので不安で したが、 周 り の参加者
が助 けて く れま した。 怖かっ たが参加者の皆がすご く 支えにな り 、 とても楽 しめた。 」

海外参加者 ： 女子

自 国紹介～第三部～ 1 5 : 30,..., 16: 30 
● 実施内容
海外参加者 ・ 県内参加者による 自 国紹介( 1 日 目 ・ 2 日 目 に発表できなかっ た参加者が発表）
● 結果
県内参加者が自 国紹介を行なっ た際に、 海外参加者はとても興味津々 だっ た。
第三部 に分かれて 自 国紹介を行なっ たが、 県内参加者は世界に飛び出 したい と い う 気持ちが高ま
り 、 海外参加者はもっ と沖縄について学びたい と い う 気持ちが高まっ た。
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学習之旦乞28_3_且目
=二—••

交流プログラム 19: 30,...,,2 1 : 30 
● 目的 ‘‘
卒業生ホラ ンティ アが司会 ・ 進行役とな り 、 グルー プ対抗ゲームを行 う 。
交流プログラムの中で 1番盛 り 上がる場面 とな り 、 参加者同士がさら に絆を深めるプログラム。

● 実施内容
①炭酸早飲み
②あめ玉探 し
③モノ マネあてゲーム
④絵の伝言ゲーム
⑤ リ アクショ ンケーム
⑥腕相撲対決
● 結果
グルー プ対抗ゲー ム と い う こ ともあ り 、 クイズ形式ゲームで正解する と参加者全員が大喜びする
シー ンが何回も見受けられた。
言葉は通 じな く ても、 全員で一緒に喜ぶ と い う 意思疎通も生まれた場面だっ た。
● 参加者の感想
「様々 なケームを通 してチームが一致団結する こ とがで きた。 役割 り をふる こ とでみんなが協力 、
参加 しやすい良いチームになっ た ！ ！ チームの成績は残念だ っ たが、 絆は一位だっ た と思 う 。 」

県内参加者 ： 男子
「ゲームに参加 して、 みんなを応援 した り本当 に楽 しかっ た。 交流プログラムでみんなを一つにま
とめて く れた と思います。 」

海外参加者 ： 女子

キャ ンプフ ァ イヤー 2 1 : 30,...,,22: 30 
● 目 的
参加者全員が焚火を囲み、 国境を乗 り越え、 一生の友情を誓い合う。
会場全体が一つ とな り 、 一体感が生まれるプログラム。
● 実施内容
女神（卒業生ボラ ンティ ア）が各グルー プ リ ーダー に友情の火を渡 し点火。
友情の火を点火 した後に参加者全員でダンス。
ダンス ： 5 · 6 · 7 · 8／マカ レナ／Ai Se Eu Te Pego !  
● 結果
交流プログラム ・ キャ ンプフ ァ イヤー を行なっ た参加者たちは、 国境の壁を乗 り越え、 絆がさら に
一層深ま り 、 一生の友情を誓い合っ た。
さら にダンスは大いに盛 り 上が り友清の火が消える まで踊 り続けた。
● 参加者の感想
「皆でずっ とダンス してたけど全 く 飽きなかっ た し、 む しろ とても楽 し く て事前学習の時 と雰囲
気も違いま した。 今までやっ たキャ ンプフ ァ イヤーの中で一番楽 しかっ たです。 ずっ と皆 と一

緒がいいなとおもいま した。 最高の一 日 で した。 」
県内参加者 ： 女子

「楽 しいキャ ンプフ ァ イヤー だっ た。 ボラ ンティ ア（過去参加者） との深い絆や重要性、 またウチ
ナー ンチュの心をもっ と世界中 に広めて、 その気持ちを強 く 持つこ とが大切だ と思いま した。 」

海外参加者 ：女子
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■ [4日 目 ］ 8月 2 日 （水）
実施内容 ： ● 平和祈念資料館見学 ● 平和の礎見学

● ひめゆ り 平和祈念資料館見学 ● 空手会館見学

07 : 00 朝食

08 : 00 つつ じエコパー ク出発

09 : 55 平和祈念資料館到着

1 0 : 00 平和祈念資料館見学
1 1 : 20 平和の礎見学
1 1 : 50 昼食（優美堂）

1 2 : 30 ひめゆ り 平和祈念資料館見学
● アニメ 「ひめゆ り 」 を観賞
● 館内見学

1 3 : 45 平和構築ワ ー ク シ ョ ッ プ
● 「わた しの気持ちシー ト」
● 「平和」 をつ く る ための9つの方法

1 5 : 50 ひめゆ り 平和祈念資料館出発

1 6 : 20 空手会館到着

1 6 : 30 空手会館見学
● 空手の映像を観賞
● 展示室の見学
● 道場施設の見学
● 特別道場（守禰之館）での集合写真撮影

1 7 : 30 空手会館出発
1 7 : 50 ホテル到着
18 : 20 夕食（サザンプラザ海邦 4階首里）
19 : 30 エイサー練習 （サザンプラザ海邦 2階サンプラホール）

22 : 00 スタ ッ フ ミ ーティ ング

25 



学習ズ旦佐ラム4 日 目
平和祈念資料館 ・ 平和の礎見学 10:00,...,, 1 1 :40 
● 目的
資料館で沖縄の戦争の映像や展示資料を見学 し沖縄戦だけでな く 、 当 時の社会背景や歴史を学ぶ。
平和の礎で は事前に海外参加者から頂いた刻銘調査書をも と に先祖の刻銘を参加者全員で探 し、
写 し取 り 、 海外に持ち帰っ て も ら う 。
資料館 ・ 平和の礎を見学する こ とで、 平和の尊さを再確認する 。

●実施内容
①沖縄の戦争の映像を観賞
②戦争に関する展示資料を見学
③平和の礎を見学（海外参加者の先祖の刻銘を フ ロ ッ ター ジュ ）

●結果
県内参加者は小さい頃に何回か訪れているであ ろ う 資料館も海外参加者と とも にまわる こ と によ
り 、 また違う感清で見る こ とができ、 戦争の歴史について新たな発見がで きた。
海外参加者は展示資料を見て読む こ と に よ っ て 、 過去にルー ツである沖縄で起きた実際の戦争の
悲惨さが理解できた。
平和の礎で は県民 ・ 日本兵 ・ アメ リ カ兵 と い っ た方たちの刻銘を見て 、 多 く の方が沖縄戦によっ
て亡 く なっ た とい う実感を持っ た。
● 参加者の感想
「何回も平和祈念資料館に足を運んだ こ と はあ り ますが、 海外参加者の方 と一緒に行 く と 、 改め
て平和 について考えさせられま した。 また、 今まで と違っ た観点から沖縄戦を見つめ直す こ と
ができた と思います。 」

県内参加者 ： 女子
「海外参加者が祖先を探 している姿を見て、 平和の礎はものすご く 重要な役割を している と感じ
た。 外国 に住んでいながらも、 祖先が沖縄の平和の礎に刻 まれている こ と は、 私たちだけでな
く 、 外国人に と っ て も衝撃なものだ と感 じた。 平和 に近づ く ために大切なものだ と思っ た。 」

県内参加者 ： 女子
「沖縄戦の背景を知る こ とができて良かっ た。 沖縄と アメ リ カがどのよ う に して戦争をする こ と
になっ たのか今まであんま り知 らなかっ た。 資料館で伝えられていた こ と と、 アメ リ カで 習 う
沖縄戦の話は全 く 違うな と感じた。 」

海外参加者 ： 女子
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ひめゆ り 平和祈念資料館見学 1 2 : 30""J 1 5 : 50 
講師 ： 学芸課長代理 古賀徳子
● 目的
平和祈念資料館で学んだ沖縄戦 と は違う視点で、 ひめゆ り 学徒隊を中心に戦争体験を知 り 、 沖縄
戦の悲惨さや平和の尊さを学ぶ。
● 実施内容
①DVDのアニメ 「ひめゆ り 」 を観賞。
②ひめゆ り に関する戦争の展示資料を見学。
③ひめゆ り 平和祈念資料館の古賀徳子氏に よる平和構築ワ ー クシ ョ ッ プ
● 結果
平和構築ワ ー クショ ッ プをする こ と に よっ て 「平和」 に対 し て 自分の考え方を述べ、 様々 な国の
参加者の考え方を聞 く こ と によ り視点が変わっ た。
● 参加者の感想
「アニメ はとてもわか りやすい内容だ っ た。 ワ ークショ ッ プで は歴史のこ とや現在の平和 につい
て 自 分 と 向き合っ て考えさせられた。 グルー プディ スカ ッ シ ョ ンで はとても良い意見交換がで
きた。 」

海外参加者 ： 女子

空手会館見学 16:20""J 17 :30 
● 目的
今年3月 に開館 したばか り の空手会館の展示室で空手の歴史を学び、 道場施設で は実際に道場や
鍛錬室を見学 し、 当時から現在までの空手について学ぶ。
● 実施内容
①空手の映像を観賞
②展示室の見学
③道場施設の見学

・組果
展ホ室では映像や展示物を見て空手の歴史を学び、 実際に体験コ ーナー で昔の鍛錬の仕方を体験
した。
道場施設の中の道場で はカナダからの海外参加者が参加者全員の前で力強い型を披露 し、 県内参
加者 ・ 海外参加者から大きな拍手 と歓声が上がっ た。
● 参加者の感想
「授業でも空手はやっ ていたけど、 こんな に深い意味があっ て、 空手の素晴ら しさを再確認する
こ とがで きた。 空手は沖縄が世界に誇れる ものだから 、 世界に出て い く 前に し っ か り 身につけ
ておきたい。 」

県内参加者 ： 女子
「空手が沖縄の発祥地 と い う こ とを知 らなかっ た。 また一つウチナー ンチュ と しての誇 り が増え
た。 自分たちウチナー ンチュの歴史を調べるのはとても楽 しい。 」

海外参加者 ： 女子
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■ [5日 目 ］ 8月 3 日 （木）
実施内容 ： ● 沖縄県立博物館見学 ● 首里城公園見学

● 伝統工芸体験 ● マチグワ ー散策

07 : 00 朝食

08 : 30 ホテル出発

09 : 00 沖縄県立博物館見学

10 : 1 5 沖縄県立博物館出発

1 0 : 40 首里城公園見学
● 守礼門で集合写畏撮影
● 首里城前で集合与真撮影
● 首里城内見学

1 1 : 40 金城町石畳へ移動

12 : 20 昼食（バンボッ シュ ）

13 : 30 那覇市伝統工芸館へ移動

1 3 : 40 工芸館体験
● 首里織体験
● 紅型体験
● 琉球漆器体験

15 : 20 UJS卒業生ボラ ンティ ア進行 に よ る マチグ ワ ー散策

17 : 20 マチグ ヮ ー 散策終了

1 7 : 45 ホテル到着

18 : 1 5 夕食（サザンプラザ海邦 4階首里）
19 : 30 エイサー練習 （サザンプラザ海邦 2階サンプラホール）

22 : 00 スタ ッ フ ミ ー ティ ング
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博物館見学 9 : 00""J10:  15  
ガイ ド ： 沖縄県立博物館・美術館 主任学芸員 久部良和子
● 目 的
常設施設で は原始時代から琉球王国、 そ して今の沖縄の自然の解説や琉球王国時代の伝統工芸品
な どの解説を聞き、 今までの沖縄の歴史 ・ 文化の集大成を学ぶ。
縄文人から ウチナー ンチュヘの文化 ・ 歴史について学ぶ。
● 実施内容
①昔から現代までの空手の歴史
②琉球王国時代のウチナー ンチュの生活
③万国津梁の鐘について
④参加者各自 で常設施設内を見学
● 結果
日本人 と ウチナー ンチュの歴史 ・ 文化の違いを理解 した。
琉球王国時代から現代まで保管されている 「万国津梁の鐘」 の説明を聞き、 この事業が 「万国津
梁」 の第一歩である こ とを知 っ た。
● 参加者の感想
「私たちの昔の暮ら しを見る こ とで、 よ り 海外への移住 した人たちの凄さを理解で きた。 万国津
梁の鐘な ど、 さまざまな国際交流の1歩目 となる こ とがわかっ た。 」

県内参加者 ： 女子
「沖縄が貿易の中継地点 と して繁栄 していた時代や祖国の歴史を学ぶこ とが面白かっ た。 」

海外参加者 ： 男子

首里城見学 10:40""J 1 1  :40 
● 目的
専門カイ ドの解説のも と、 世界遺産の 「首里城」 を見学 し、 沖縄県がかつて琉球王国だっ た時代
の歴史や文化遺産を学ぶ。
● 実施内容
①守礼門で集合写塁撮影
②首里城前で集合与真撮影
③首里城内見学
● 結果
琉球王国時代の歴史や文化について学んだ。
● 参加者の感想
「首里城の造 り は、 琉球独特のものや中国から伝わっ たものもあ り 、 沖縄の特徴であるチャ ンプ
ルー文化を体験 している建物だ と思いま した。 」

県内参加者 ： 女子
「昔からある家や建物を見て、 昔の人たちはどのよ う な生活を していたのかイメ ー ジする こ とが
で きた。 」

海外参加者 ： 女子
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プロをラム5 且 目

伝統工芸体験 13: 30� ll5 :  10 
● 目 的
琉球王国時代から作られている首里織 ・ 琉球漆器 ・ 紅型の工芸品を実際に参加者が自分で作る こ
と によ っ て、 歴史を肌で感 じても ら う 。
また作成 した工芸品は思い出 • お土産 と して持ち帰 っ て も ら う 。
● 実施内容
①首里織
②琉球漆器
③紅型
3つの工芸品に分かれて工芸体験をする。
● 結果
実際に参加者自身で作る こ と に よ っ て、 工芸の楽 し さを学んだ。
また、 個人個人で色な どが異なる ため、 自分だ けのオ リ ジナルの工芸品が作れ、 とても喜んで
いた。
•O加者の感想
「伝統工芸品を作る機会はなかなかないので、 実際に作っ てみて楽 しかっ た。 職人さんのおかげ
で沖縄の伝統が守られているのだ と感 じま した。 」

県内参加者 ： 女子
「母へのプ レゼン トが作れてすご く 嬉 しかっ た。 伝統工芸体験がで きて本当 に良かっ た。 」

海外参加者 ： 女子

マチグワ ー散策 1 5 : 20~ 1 7 : 20 
● 目 的
卒業生ボラ ンティ アがガイ ド役にな り 、 参加者を案内 して、 公設市場や壺屋やちむん通 り 等を散
策 し、 昔ながらの沖縄の食や生活文化に触れる 。 また地域のおば一 • お じ ー と コ ミュニケー シ ョ
ンを図る。
● 実施内容
各グルー プに卒警告ボラ ンティ アがガ イ ド役と して加わ り 、 A コ ース ・ B コ ース と分かれ平
和通 りや公設市枷寺を散策する 。
今年から散策ミ ッ ショ ンを導入 し、 楽 し く マチグワ ー散策をする 。
①散策
②ミ ッ シ ョ ン
③おやつタイム（散策中 に見つけたお店で沖縄のお菓子を食べる ）
● 結果
散策中 に実施 した ミ ッ シ ョ ンは参加者から好評で楽 し く 散策を しながら現在の沖縄の食文化や生
活を知 る こ とがで きた。
また地域のおば一 • お じー にも声をかけられ、 海外参加者が自分のルー ツ に対 して会話 している
場面もあ り 、 コ ミュニケー シ ョ ン ・ 交流も図れた。
おやつタイムでは、 各グルー プでお店を見つけ話 し合いを行ない、 サータ ー アンダギー や黒糖ア
イス といっ た県産の食べ物を食べて沖縄の食にも触れた。
● 参加者の感想
「 ミ ッ シ ョ ンをグルー プで解いてい く のが楽 しかっ た し、 グルー プの絆が良 く なっ た と思う 。 普
段歩かない沖縄の風景や文化に触れられた と思う 。 」

県内参加者 ： 女子
「焼き物を見た り 、 洋服を見た り 、 シーサーや色んな食べ物を見るのがすご く 楽 しかっ た。 」

海外参加者 ： 女子
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■ [6日 目 ］ 8月 4日 （金）

実施内容 ： ● NGOセ ンターのワークショ ッ プ
• アルベル ト城間さんの講演
● 世界のウチナー ンチュの日 についての講演

07 : 30 朝食

09 : 00 NGOセンタ ー に よ る ワ ー クショ ッ プ
● アイスブレイク
● アイデンテイ ティ ーグラデー シ ョ ン②
● 学習プログラムのテ ー マについてグルー プディ スカ ッ シ ョ ン
● 学習プログラムのテ ー マについて発表
● ふ り かえ り

1 2 : 00 昼食（サザンプラザ海邦の弁当 ）

1 3 : 00 行動宣言
● 作成
● 1人ずつ発表

14: 1 5  アルベル ト城間 さんによる講演会
1 5 : 1 5  世界のウチナー ンチュ の日 の撮影

1 5 : 30 沖縄県による世界のウチナー ンチュ の 日 についての講演会

16 : 30 エイサー練習 （サザンプラザ海邦 2階サンプラホール）

1 8 : 30 夕食（サザンプラザ海邦 4階首里）

1 9 : 30 エイサー練習 （サザンプラザ海邦 2階サンプラホール）

20 : 30 フ リ ー タイム
● エイサー 自 主練
● 余興練習

22 : 00 スタ ッ フ ミ ー ティ ング

31 



目―

沖縄NGOセンター による ワークショ ッ フ°

9:00� 12:00/ 13 :00�14: 00 
講師 ： 大仲るみ子 ・ 員壁由香 • 佐久田アン ド レス ・ 根路銘マ リ ア ソ レダ
● 目 的
ツアー実施 して2 回 目のNGOセンター によるワ ー クショ ッ プ
1日 目から6日 目の中で 自分のアイデンテイ ティ ー について、 どう変化 したかを確かめる。

●実施内容
午前の部 、
①アイろ？ レイク
②アイプ ノテイ ティ ーグラデー シ ョ ン②
③学習プログラムのテー マについてグルー プディ スカ ッ ショ ン
④学習プログラムのテー マについて発表
⑤ふ り かえ り
午後の部
①行動宣言の作成
②参加者の行動宣言発表
●結果
ツアーの中で参加者自 身が 「ウチナー ンチュ と してのアイデンテイ テ ィ ー 」 の変化に気付いた。
海外参加者が1 日 目のアイデンテイ ティ ーグラデー シ ョ ンの時よ り も、 ウチナー ンチュ側に動い
ていた。
反対に県内参加者はツアーの中で海外参加者 と交流 し、 海外側に動いている参加者も多かっ た。
ツアー を振 り 返 り 行動宣言を作成する こ とで 自 身のな り た い姿を再確認で き、 他の参加者の宣言
から も刺激を受け、 目標に向かい進むための後押 し となるプログラム となっ た。
●参加者の感想
「アイデンテイ ティ ーグラデー シ ョ ンで、 私は前回沖縄の と こ ろ にい ま したが、 今回 は真ん中の
場所に しま した。 県内参加者ぱ‘沖縄の こ とをも っ と知 り たいから沖縄寄 り ’' と い う 人が多かっ

県内参加者 ： 女子
「 このツアー 中 に様々 な経験を積み、 改めてアイデンテイ ティ ー について考えてみる と、 100%
沖縄で はなかっ た。 」

県内参加者 ： 女子
「ブラジルと沖縄の違いに対 して再び考える こ とができ、 とてもよかっ た。 今後私がや り た い仕
事に対 してのモチベー ショ ンを持つ こ とも出来た。 」

海外参加者 ： 女子
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アルベル ト城間さんによる講演会 14: 15""'J 1 5 :  10 
講師 ： アルベル ト城間（ディ アマンテス）
● 目的

特別講師 と して、 現在活躍 しているディ アマンテスのボー カルである アルベル ト城間 さんに よる
講演会を実施。
講演会で はペルー 出身の県系3世のアイデンテイ ティ ー と来沖 してから現在までのヒス ト リ ーを
語る。
● 実施内容
アルヘル ト城間 さんが特別講師とな り 、 自 身の ヒス ト リ ー を語る 。
講話の間 に 自 身が作詞作曲 した曲を歌っ た。
質疑応答を行い、 講演後はアルベル ト城間さん と参加者全員で記念撮影。
●結果

海外参加者は講演で 自分のルー ツを再び見つめ直 し 、 先祖がどういっ た思いで海外に移住 したの
かを考えた。
また、 参加者は これからウチナー ンチュ である 自身が沖縄と海外に ど う 向 き合っ て い く かを考え
させられた。
●参加者の感想
「一番心に残っ たのは、 “沖縄の誇 り とい うのは形にで きないもので、 それは色 々 な国のこ とを
受け入れて く れる広い心の こ と“ と い う 言葉で す。 こんな に素晴ら しい沖縄の精神を大切 に し
ていきたいです。 また、 海外の2 • 3世のおかげで沖縄が広げられて いる こ と に感謝 したいで
す。 」

県内参加者 ： 女子
「アルベル ト城間さんはとても良い人で彼のス トー リ ー は楽 しかっ た。 参加者に人生プラ ンの希
望を持たせる こ とができた と思う 。 」

海外参加者 ： 女子

沖縄県による世界のウチナー ンチュ の日 についての講演会 15:30"' 
16 :20 
講師 ： 沖縄県文化観光スポーツ部交流推進課班長 山川優
● 目 的

10月 30 日 に開催予定の世界のウチナー ンチュ の 日 についてや沖縄県が実施 している事業の概要
を説明する。
● 実施内容
山川優班長が世界のウチナー ンチュの 日 についての説明
沖縄県が実施するウチナー ジュ 一 ァスタディ ー以外の 「ウチナー ンチュ子弟等留学生受入事業」
や 「海邦養秀ネッ トワ ー ク構築事業」 といっ た事業の説明を行な っ た。
● 結果

海外参加者の中 に はウチナー ジュニアスタディ ーを き っ かけに 「ウチナー ンチュ子弟等留学生受
入事業」 で沖縄に留学を したいという参加者も見受けられた。
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● [7日 目 ］ 8月 5日 （土）

実施内容 ： ● 報告会 ● 修了式 ● さよならバーティ ー

• 一万人エイサープレイベン ト

07 : 30 朝食

08 : 55 自治会館到着

09 : 00 修了式準備

10 : 00 リハーサル
● 表彰式人賞状受 け取 り ）
● 1分間 ヒ ー チ
● 海外参加者の余興練習

1 2 : 00 昼食（カ フ ーナの弁当）

13 : 00 報告会及び修了式
● 1分間ス ピ ーチ
● 修了式

14 : 40 会場転換

15 : 10 さよな らパーティ ー

● 乾杯の音頭
● 食事 ・ 懇談Qコ フ ーナオー ドブル）
● 思い出のスフイ ド シ ョ ー 上映
● 海外参加者 によ る余興
● 参加者全員で歌 ・ エイサー

●竪加者全員 ・ スタ ッ フ ・ ボラ ンティ ア集合写真撮影
● 牛業生から送る言葉

17 : 35 自 治会館出発
17 : 50 パ レ ッ ト く も じ広場到着

18: 20 一万人エイサー のプ レイベン ト
● ウチナー ジュニアスタディ ーの説明 ・ 世界のウチナー ンチュ の 日 の説明
● エイサー演舞
● エイサー 講師への感謝の言葉
●集合写真撮影

18 : 50 パ レ ッ ト く も じ広場出発

19 : 05 自治会館到着
19 : 10  確認事項

● フ ライ トスケジュ ール
● アフタ ー

19 : 30 解散
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報告会 1 3 : 00"'14: 05 
● 目 的
1週間のツアーを通 して、 参加者たちはこれからの沖縄の未来について考えて述べ、 また県内 ・
海外参加者 との交流を体験 して、 どう感じたのかを参加者1人1人発表しても ら う 。
● 実施内容
参加者1人1人が1週間 このツアー を通 しての 1分間ス ピ ーチを発表。
海外参加者も 1分間ス ピ ー チは日本語で発表。
● 結果
参加者の中 に はス ピ ーチ中にツアー での楽 しい思い出 ・ みんな と過ご した 1週間を思い出 して涙
を流す参加者もいた。 会場でス ピ ーチを聞いている参加者やスタ ッ フ 、 そ して保護者やホス ト
フ ァ ミ リ ー の方もも ら い泣き している姿が見受けられた。
ツアー を通 して 「沖縄と海外への懸け橋にな り たい ！ 」 と宣言する子もいた。
● 参加者の感想
「一週間 は長い よ う で短 く て、 言葉の壁はな く なっ ていた。 1分間ス ピ ーチで はツアー でのいろ
いろな思いが湧き上がっ て、 ス ピー チ した ら涙が止ま らなかっ た。 青年 リ ーダー の加奈絵の
"We are Big Fami lyね～”を忘れずに、 またみんな と再会 したい ！ 」

県内参加者 ： 女子
「みんなのス ピ ーチを聞いている とき、 UJS2017が本当 に終わるだな～ と実感 しま した。 みんな
のス ピ ー チは本当 に感銘を受けた し、 UJSに対 してのみんなの考えや思いを聞 く こ とができて、
とても嬉 しかっ た。 」

海外参加者 ： 女子

修了式 14: 10"'14:40 
● 目 的
参加者はツアー の修了証を授与する 。
県内参加者に は、 ツアー を通 して、 これから ウチナーネッ ト ワ ー クの次世代を担う 一員 と して修
了証を授与。
海外参加者に は、 海外でも沖縄の魅力 を発信 し国際交流の懸け橋になる よ う沖縄ジュニア大使と
して認証状を授与。
青年 リ ーダー に は、 ツ アー で参加者たちを けん引 し、 ま とめ役 と して活躍 した こ と に対 し感謝状
を授与。
● 実施内容
①海外参加者に認証状授与
②県内参加者に修了証授与
③青年 リ ーダー に感謝状授与
表彰者 ： 沖縄県文化スポー ツ統括監 山城貴子
● 結果
賞状を受け取っ た参加者は1 日 目の ときの顔と比べてみる と、 どこか成長 している顔つき になっ
て い る よ う に感じた。
プログラムの中で 「ウチナー ンチュ 」 という 意識も変わ っ たのかも しれない と感じた。
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さよならバーティ ー 1 5 :  10,-..., 17 : 25 
●ヽ 目 的
海外参加者に よる余興を披露。 各国の伝統芸能や沖縄の舞踊な どを披露する。
参加者全員でツアー 中 に練習 したエイサー演舞を披露する。

●実施内容
①乾杯の音頭
②食事 ・ 懇談
③思い出のスライ ドショ ー上映
④海外参加者による余興
⑤参加者全員で歌 ・ エイサー

⑥参加者全員 ・ スタ ッ フ ・ ボラ ンティ ア集合写真撮影
⑦卒業生から送る言葉

ヽ
●結果
海外参加者の余興は圧巻のパフ ォ ー マンスで、 会場内の人たちを釘付けに した。
ツアー 中の海外参加者 と は別人のよ う に見え、 県内参加者は驚いていた。
●参加者の感想
「全てのハフォ ー マンスのクォ リ ティ ーが高 く て口が開 いたまま見ていた。 最後に参加者
全員で肩を組んで歌を歌えたこ とが嬉 しかっ た。 」

県内参加者 ： 女子
「思い出のスライ ドショ ー を見て、 泣いた り笑っ た り した。 本当 にあっ という 間 に一週間が
過ぎた と感じた。 」

県内参加者 ： 女子

エイサー演舞 18: 10,-..., 18:40 
場所 ： パレッ ト く も じ前

● 目 的
一万人エイサーのプレイベン トで参加者がツアー 中 に猛練習 したエイサー を披露する 。
また会場のお客さんに 「世界のウチナー ンチュの 日 」 や 「ウチナー ジュニアスタディ ー 」 につい
て説明 し、 事業のこ とを知 っ て も ら う 。
●実施内容
① 「世界のウチナー ンチュ の 日 」 ・ 「ウチナー ジュニアスタディ ー 」 の紹介説明

司会 ： ヒュ ー イ ッ ト ・ シ ョ ー ン ・ 瑛(201 6年参加者）
②エイサー演舞

● ミルクムナ リ
● 三線の花

③参加者からエイサー講師への感謝の言葉
④参加者への花道
⑤集合写真撮影
● 結果
参加者は強 く た く ま しいエイサー演舞を2曲披露 し、 演舞終了後はツアー 中エイサー を指導 して
く れたエイサー講師に感謝の言葉 と8カ 国語で 「あ り が と う 」 を伝えた。
その後、 参加者 ・ スタ ッ フ は涙を流 しながら強 く 抱擁を交わ し、 ツアー を締め く く っ た。
●参加者の感想
「参加者 と琉球國祭 り 太鼓のメ ンバー と 同 じ場所で 一緒に演舞がで きて幸せで した。 」

海外参加者 ： 女子
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ー ーー式次

1 5 : 1 0  開会

1 5 : 1 1  乾杯の音頭

食事 ・ 懇談

1 5 : 30 思い出のスライ ド シ ョ ー

1 5 : 50 余興

1 6 : 41 可可hA 

1 6 : 56 エイサー

1 7 : 14 集合写真

1 7 : 2 1 卒業生から送る言葉

1 7 : 25 閉会

日 時 ： 平成29年8月 5 日 （土） 1 5 : 1 0~ 1 7 : 25 
場所 ： 自 治会館 ホール

司会 ： ウチナー ジュニアスタディ ー 卒業生
中村 優太( 1 6期）
石川 勇人( 1 6期）

沖縄パンアメ リ カ ン連合会
会長 大山 盛稔

海外参加者

参加者全員

参加者全員

参加者 ・ スタ ッ フ ・ ボラ ンティ ア

ボラ ンティ ア

37 



余農式笠

15 : 50 可可Ah ガ ブ リ エル（アメ リ カ）
（か り ゆ しぬ踊い／想偲び）

15 : 55 三線 ＆歌 アマンダ（アメ リ カ ）
ガ ブ リ エル（アメ リ カ）

16 : 00 HIP-HOPダンス ジェ イ ミ ー （ フ ィ リ ピ ン）

16 : 03 エイサー （大太鼓） マイケル（アメ リ カ ）

1 6 : 06 空手 オー シャ ン（カナダ）

16 : 08 舞踊 マ リ ン（ブラジル）
（あんま ー形見ぬ一番着物）

1 6 : 1 1  可可hA 茶梨沙（アメ リ カ）
(Let It Go) 

16 : 16 フ ィ リ ピ ンダンス ジェ イ ミ ー （ フ ィ リ ピ ン）

16 : 18 可可hA マ リ ア（メキシコ ）
(Ciel ito Lindo) 

1 6 : 22 アルゼンチンダンス ビク ト リ ア（アルゼンチン）
アグスティ ナ（アルゼンチン）

16 : 25 ボ リ ビ アダンス 千智（ボ リ ビ ア）
恵（ボ リ ビ ア）

16 : 28 ペルーダンス ア リ サ（ペルー ）

16 : 3 1  HIP-HOPダンス 丈浩（韓国）

16 : 35 ブラ ジルダンス アケミ （ブラ ジル）

1 6 : 38 可可hA 愛（カナダ）
（島唄）
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エイサー講習
講師 ： 佐久田瞬香（琉球國祭り太鼓 国際部長）
日 時 ・ 場所
7月 3 1 日 19: 30,.....,20: 30 つつ じエコパーク管理棟広場
8月 1 日 16:45,.....,18: 15  つつ じエコバーク管理棟広場
8月 2日 19:30,.....,21 :00 サザンプラザ海邦 2階サンプラホール
8月 3 日 19:30,.....,21 :00 サザンプラザ海邦 2階サンプラホール
8月 4日 19:30,.....,20:30 サザンプラザ海邦 2階サンプラホール
8月 5 日 16:50,.....,17: 10 沖縄県市町村自治会館ホール（さよならバーティ ー）
● 目的
最終日 のさよならパー ティ ーで県内参加者の保護者 ・ ホス トフ ァ ミ リ ー ・ 関係者の前で演舞を披
露する 。
また一万人エイサーのプ レイベン ト と してパ レ ッ ト く も じ前広場において一般のお客さんの前で
演舞を披露する 。
● 実施内容
琉球國祭 り 太鼓のエイサー講師の佐久田瞬香氏の指導のも と、 ツアー 中 に参加者は2曲のエイ
サー演舞の練習を行ない、 最終日 のさよならパーテ ィ ー と一万人エイサーのプレイベン トで披露
● 結果
練習 当初はエイサー未経験者も多 く 、 グダグダで始まっ たエイサー練習 。 毎 日 練習を積み重ね、
参加者が真剣 にエイサー を取 り組む姿が見受けられた。
1 曲 目 の 『 ミルクムナ リ 』 は昨年と同様の演舞であ り 、 2 曲 目 の 『三線の花』 は参加者が話 し合
い、 選曲 した曲である。
『三線の花』 は難易度の高い演舞であるが、 参加者が決めた 曲 と い う こ ともあっ てか参加者は

試心に練習 を した。
巌終日 のさよならパー ティ ー と一万人エイサー のプ レイベン トでエイサー演舞を披露 し 、 無事
成功で幕を閉 じた。
エイサー講師の佐久田瞬香氏はさよならパーテ ィ ー でも一万人エイサーのプレイベン トでも参加
者の演舞 して いる姿を見て感動 し、 涙を浮かべていた。

「三線の花 は、 彼ら参加者に とてもマッチ していて、 さ ら に感情が高まっ た」 と話 した。
● 参加者の感想
一万人エイサーのプレイベン トで は、 「 これが全員で最後の演舞でツアー のこ とを思い出 しなが
ら演舞 した」 と涙を流 しながら語っ た。
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アブペ ー I -� rrヽ / - --
■ ［アフター］ 8月 8日 （火）
実施内容 ： ● おきなわ国際協カ ・ 交流フェステイ バル展示物作成

● 振 り 返 り シー ト ・ 作文提出 ● Tシャツ寄せ書き

13 : 00 集合 ・ 出席確認
13 : 05 展示物 についての説明

1 3 : 10  展示物作成開始

～ツアー 7 日 目の振 り 返 り シー ト ・ 作文を提出～
16 : 00 Tシャ ツ に寄せ書き

16 : 30 片付け

17 : 00 終了 ・ 解散
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アフター 1 3 : 00,...,, 17 :00 
● 目的
JICA沖縄で2017年1 1月18日（土）に開催される 『おきなわ国際協カ・交流 フェスティバル
2017』 に沖縄県のブースにてウチナ ージュニアス タデ ィー事業紹介として制作物を展示する。
その展示物を参加者全員で作成する。
またツアーの思い出として参加者同土でTシャツの寄せ書きをして一生の宝物にする。
● 実施内容
①展ホ物作成
②振り返りシート ・ 作文提出
③Tシャ ツに寄せ書き
● 結果
参加者たち は話し合いながらツアー中の写真を選び、 楽しんで展示物を作成している様子だ っ た。
みんなで協力して作成した展示物は最高の仕上がりで完成できた。
展示物を作成後はツアーTシャ ツに寄せ書きを行なっ た。 その中には楽しい思い出や再会を誓い
合う言葉が書かれていた。
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日時 ： 8月 6 日 （ 日 ） ． 9日 （水）
場所 ： 那覇空港
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見送り

日 時 ： 8月 6 日 （ 日 ） • 9 日 （水）
場所 ： 那覇空港
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ぇtア事直I打＿ち合わせ
=＝-

日時 ： 5月 27日 （土） 14:00,....,18:00 
場所 ： サン ・ エージェ ンシー会議室
● 目 的
プログラム実施 前にジュニアス タデ ィー ツアー ・ウチナ ージュニアス タデ ィーのOB · OGが集まり、
ボランティアス タッフとしての活動内容と参加者がツアーを楽しめるプログラム構成の打合せを
行なう。
●実施内容
①ボランティアの参加する日程・プログラムの確認
②過去のボランティアの反省点
③事前学習の交流 プログラムの内容構成

キャンプファ イヤーの内容構成
マチグワ ー散策の内容構成

● 結果
今回は16期が中心となりボランティアの活動を行なっ た。
事 前学習 ・ ツアーでのボランティアの参加人数は延べ66名だっ た。
昨年の反省点を踏まえプログラムを修正し、 参加者が楽し く 実施できるようなプログラムを構成
した。
今回、 特に力を入れたマチグワ ー散策のグル ープ対抗のミッションが参加者からとても好評だっ
た。

ツアー中の交流 プログラムを通し、 「ボランティアの皆さんに感謝している。 来年は私もボラン
テ ィアに参加したい」と発言した県内参加者がいた。
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の立モナニゴ乙和辺項且注I合辻

日 時 ： 9月 23 日（土） 13:00-17:00 
場所 ： サン ・ エージェ ンシー会議室
● 目的
10月30日に行われる世界のウチナ ーンチュの日のプログラム内容を県内参加者のリ ーダーが中
心となり構成する。

● 実施内容
①世界のウチナ ーンチュの日の概要説明
②プログラム内容を構成（案出し）
③ 今 後の流 れ
● 結果
概要説明後はリーダーたちだけで、 どういっ た演出で構成するかを話し合っ た。
未来に向けたメッセージを 5 つのテーマ編成を行ない作成した。

第 6 回世界のウチナ ーンチュ大会の開会式の動画を観賞。
世界のウチナ ーンチュが継続していること。
未来のウチナ ーンチュについて。
海外参加者からメッセ ージ動画をもらっ て世界のウチナ ーンチュの日に動画を放映させたい。
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綱挽ま2虹市民演芸二民俗伝統芸能パレーE」

日時 ： 10月 7日 （土） 1 1  :00,...,16:00（本番14 : 05"') 
場所 ： 国際通り ・ 県民広場
● 目 的
那覇大綱挽まつ り 「市民演芸 ・ 民族伝統芸能パ レー ド」 に参加 し、 県内参加者 とウチナー ンチュ
子弟等留学生は各国の衣装を着て 、 世界のウチナー ンチュの 日 のPRを行なう 。
● 実施内容
①てんぶす館 レッスンルーム①に集合
②各国の衣装に着替え
③壺屋小学校に移動
④パ レー ド（国際通 り を行進）
● 結果
16期の県内参加者8名 ・ 17期の県内参加者4名 とウチナー ンチュ子弟等留学生9名の計21名でパ
レー ド に参加 した。
本番当 日 は猛暑の中 、 参加者たちは各国の民族を身にま とい、 大勢の観客に向け笑顔で手を振 り

「世界のウチナー ンチュ の 日 」 のPRを行なっ た。
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ナーンチ平？ H 制定記念祭

日 時 ： 10月 30 日 （月 ） 12:00rv2 1 :00 
場所 ： 沖縄ハーバー ビュ ーホテル 彩海の間
● 目 的

世界のウチナ ーンチュの日のエンデ ィングで県内参加者が未来へのメッ セージを伝え、県系人歌
手の大城クラウデ ィアさんと一緒に 「世界のウチナ ーンチュの 日」CM ソングの“ ミライカナエ'’
を合唱する。
● 実施内容
① 12時 集合
②12時50分 個 別リハ
③昼食
④15時30分 ランスル ー

⑤18時30分 制定記念祭開幕（本番）
● 結果
12時に集合。 県内参加者全員が集まるのは久しぶりということで話が盛り上がっ て楽しそうだっ
た。
12時50分の個 別リハが始まると彼らは顔の表情が変わり、未来に向けたメッ セージや合唱の声
が小さ く て緊張している様子だっ た。
個 別リハを終了後、彼らは次の15時30分からの始まるランスル ーまでにホテルのチャペルで
メッ セージと歌の練習を行なっ た。

ランスル ー は個 別リハよりも声が出て、表清も笑顔が出ていて緊張がほ ぐれた様子だっ た。

本番になると彼らは、少し緊張した顔で席についた。
出番のエンデ ィングになると、胸を張っ て堂々 とステージにあがり、未来に向 けたメッ セージを
伝え、大城クラウデ ィアさんと肩を組み、ミライカナ工を合唱した。
エンデ ィングを終え、会場内は大きな拍手が沸き起こっ た。

エンデ ィング後にはステージに設置された大型ビジ ョ ンで海外参加者のメッ セージ動画が流れ、
世界のウチナ ーンチュの日制定記念祭は幕を閉 じた。

● ボリビア参加者 比嘉千智
●メキシコ参加者 ナカソネ マリア（あっこ）
● カナダ参加者 親川 愛
● アルゼンチン参加者 花城ビクトリア
● ペルー参加者 ムラ タ アリサ
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カニ交流フェスをィバル2017

日時 ： 1 1月 18日 （土） 09: 30,....,18:00 
場所 ： JICA沖縄国際セ ンター 本館2階203号室 沖縄県ブース

● 展示内容
毎年 1 1月 にJICA沖縄国際センターで開催されている 「おきなわ国際協カ ・ 交流フ ェスティ バ
ル」 の沖縄県ブースにて、 参加者が8/8（火）のアフタ ーで作成 した展示物を沖縄県ブースにて展
示する 。
多 く のお客さんに展示物を見てもらい、 事業概要を説明行ない、 ウチナー ジュニアスタディ ーの
こ とを知っ ていただ く 。
また、 学生中心に説明を行ない、 次年度の参加者の応募に繋げる 。
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稲福 優衣( 14)
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Yu i Inafu ku 
-·····················-

浦添市立港川 中学校

私は、 ウチナー ジュニアスタディ ー に参加 してた く さんの こ とを学びま した。 最初は、 どう し
た ら いいのか分からなかっ た言葉も、 ジェスチャ ー や知 っ ている文章を使えば、 文法なんて気に
しな く ても 、 通 じる こ とが分か り ま した。 会話が成 り立つ と 、 沖縄の事について聞かれる よ う に
な り ま した。 する と 、 今まで 自分の住んでいる場所の こ と ぐ ら い知っ ている と思っ ていたけれど、
答えられない こ とが多々 あ り 、 このままで は駄目 だなと思いま した。
ト レッ キングや ビ ーチ、 バーベキュ ー などの全てのプログラムは、 いつも よ り とても楽 しかっ た

です。 驚いたのは、 紅型体験で、 海外参加者の方が私よ り も上手だ っ た こ とです。 皆、 器用だな
～ と思いま した。 チラガ ーやミミガ ー はいつも、 当 た り 前のよう に見ていたけど、 カナダから来
たオー シャ ンは、 「初めて見た」 とかな り 引 いていま した。 最初は、 長そ う だな と思っ ていた一

週間もあっ と い う 間 に過ぎ、 いよいよ最終日 。 さよならパー ティ ー で は、 ダンスやエイサー 、 歌
な ど一人でもステー ジの上で堂々 と、 そ して上手に発表 していて凄かっ たです。 一分間ス ピ ーチ
で は泣 く 人も多 く 、 私はこのメ ンバー に出会えて本当 に よかっ たな と思いま した。 海外参加者の
皆は、 「今回学んだ こ とを県人会の若者たちに伝える 」 と言っ ていたので、 県内参加者も多 く の
人に沖縄の良い と ころを伝えていきたいな と思いま した。 エイサー も毎日 練習 した成果がでて と
ても感動 し ま した。 今回のウチナー ジュニアスタディ ー に参加 して、 海外に住んで いる友達が増
えた し一週間を通 してほかの国 と 日本の違い、 文化を学ぶこ とができま した。 私達の絆は家族の
よ う に固 く 結ばれて い る よ う な気が し ます。 私に こんなにも素晴ら しい体験を させて く れて本当
に有難 う ございま した。 これからも、 この絆を大切 に して いきたいです。
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高野 美月 ( 1 5)
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浦添市立神森中学校

「あなたは沖縄が好きですか ？」と聞かれたら 今 では 「大好きです ！ ！ 」 と答えます。 ジュニア
ス タデ ィーの一週間、沖縄の文化、芸能、平和、自然、色んなことを学び、体験しました。

私は6年 前に沖縄に引 っ 越して来て、沖縄の血は入っ ていない、 「ナイチ ャ ー」です。 でも、
沖縄に6年間も住んでいるのに 「ウチナ ーンチュ」 じ ゃ ないの ？ と思いました。 でも一週間が終
わっ た 今 、 「血」も大事だけど 「沖縄が好き」という気持ちがあれば 「ウチナ ーンチュ」 と言っ
ていいんだ ！ と思うようになりました。 私はこれからは堂 々 と 「私はウチナ ーンチュです。 」と
言います。

また、自分が日本や沖縄のことを全然知らない、という事に気付きました。 海外参加者に沖縄
の文化を教えるつもりでいたのに、逆に海外参加者にエイサーやうちな一 ぐちを教えてもらいま
した。 もっ と沖縄について知りたい、学びたいです。 次世代に沖縄の文化を継承する担い手にな
りたいです。

もう一つ、英語をもっと話せるようになっ て、自分が言いたいことをちゃ んと相手に伝えられ
るようになりたいです。 スペイン語にも興味が出てきて、高校生になっ たらスペイン語の勉強を
しようと思います。

この一週間を通して、10ヶ国のメンバーと本当の家族、兄弟のように仲良 く なりました。 あっ
という間で、もっ とみんなと一緒にいたかっ たです。 国も文化も、話す言語の違いも超えて、心
が通 じ合っ たと思います。 こんなにすばらしい仲間に出会えたこと、本当に感謝しています。 沖
縄の「いち ゃりばち ょ ーで一」 「一度会っ たらみな兄弟」と、「ゆいまーる」 の心を大切にして、
世界中に沖縄のすばらしさを伝えていきたいです ！ ！ 沖縄大好きです ！ ！

いっ ペーにふぇ ーで一びたん ！ ！
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営山 彩奈( 1 7)
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沖縄県立読谷高等学校

私は生まれも育ちも沖縄のれっ き と したウチナー ンチュです。 ですが、 堂々 と 「私はウチナー

ンチュ です ！ 」 と は言えない と、 この事業を通 して思いま した。 なぜなら私はまだ沖縄の詳 し く
知 っ て いないと気づいたからです。 海外参加者である県系二世 ・ 三世たちは、 方言を話 した り 、
三線を弾いた り 、 沖縄の文化についても詳 し く 知っ ていま した。 つま り 、 私が沖縄について知る
側になっ ていたのです。 普通なら ばウチナー ンチュである私が沖縄の魅力 を伝えなければならな
いのに。 私はウチナー ンチュ と して、 とても恥ずか し く な り ま した。 今まで はもっ と海外を知 り
たい と思っ て いま したが、 これからは自分の生まれ育っ た こ こ沖縄を も っ と知 り 学んでから海外
を知っ ていきたいです。 そ して、 海外の人達に、 沖縄の魅力を存分に伝え られる 、 誇 り を持っ た
ウチナー ンチュ になれればと思います。 そのために、 これからも積極的 にいろいろな活動に参加
し、 勉強も忘れず新 し く スペイ ン語も学んでいきたいです。 私に と っ て、 10か国のメ ンバーで、
英語 ・ 韓国語 ・ スペイ ン語 ・ ポル トガル語 ・ 日本語の5か国語が飛び交う環境は、 とても楽 し く
刺激のある毎 日 で した。 ウチナー ジュニアスタディ ー で過ご した七 日 間を忘れる こ と はあ り ませ
ん。 そ して、 この事業をする にあたっ て、 私達をサポー ト して く れたスタ ッ フの皆さんや、 共に
過ご した33名のメ ンバー 、 本当 に

『あ り が と う ございます』
『いっ ペー にふぇ ーで 一びる』
『Tha nk yon very much 』

『M uchas g racias』
『M utio obrigada』
『カムサハムニダ』
『Maraming sa lamat』

また皆 と再会できる 日 を楽 しみに しています。
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輿那嶺 元就( 18)

Motona ri Yona m i ne 
....................................................................................................................................... 

沖縄県立北中城高等学校

l-

l-

正直この作文用紙2枚分に この感想、 思いは書き収ま らないほどある けど頑張っ て 2枚以内 に書
きます。

最初はあんま り楽 しみで はあ り ませんで した。 海外参加者たち とちゃ ん と コ ミュニケー シ ョ ン
がとれるか、 たっ た3人の男で大丈夫なのか等、 不安だ ら けで した。 1 日 目 は部屋が ヒ ロ と 同 じで
あま り コ ミュニケー ショ ンで きずにその日 は早 く 寝ま した。 2 日 目 はつつ じエコパー クで男子み
んな同 じ部屋 と いう こ とでガ ブ リ エルもマイケルも一緒で、 みんなで風呂 に行っ た り 、 夜遅 く ま
でゆんた く した り 等、 だんだん仲良 く なっ てきた し、 相手が何を言っ てるかも分かっ てきま した。
こ う して 自分から も積極的 に英語を使っ てコ ミュニケー ショ ン して仲良 く なれま した。 日 が経つ
につれて、 友達も増え、 た く さん話も して、 も う 一週間が終わ り そ う になっ て く る程に、 も っ と
みんな と一緒に居たい と強 く 想っ てる 自分がいるのにおどろきま した。 みんなで学んだ平和学習
などは小 ・ 中でた く さん行っ てきたけど、 新 しい感情が芽生えるな ど、 あの頃は全然ちゃ ん と見
てなかっ たんだな と思いま した。 ワ ー クショ ッ プでもた く さん考えたけど出 した結果は 「分から
ない」 と いう感情だっ た り 、 とても深 く 学ぶ こ とができま した。 平和っ て人、 地域 国、 世界に
よっ てた く さんの概念や答えがある と思いますけど、 その答えがひとつになっ た時は じめて 「平
和」 っ て言える気が し ま した。 力 じ ゃ ない、 ただ分か り合う こ とで達成で きるのだ と 、 これはこ
のウチナー ジュニアスタディ ー でも同 じ こ とが言える と思いま した。 平和への道なんてな く て、
平和 こ そが道なんだ と強 く 思い知 ら されま した。 イチャ リバチ ョ ーデー も 同 じです。

このウチナー ジュニアスタディ ーがも し学校であ っ て、 このメ ンバーがクラスのメ ンバー だっ
た ら どんなに最高だろ うか。 も っ とみんな と一緒に いたかっ たです。 とても楽 しかっ たです。
みんなに にふぇ ー で 一びる ！
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田 中 省冴( 1 6)
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Shogo Ta na ka 
-····························· 

沖縄県立陽明高等学校 ＿ 
今回、 この研修に参加できてとてもよかっ た と思います。 なぜな ら 、 この研修で は、 た く さん

の海外参加者 と楽 しい一週間を過ごす こ とで、 多 く の国 に友達がで きた り 、 自分の知らない沖縄
を知る こ とがで きた り 、 海外参加者と過ご してい く う ちに、 学ぶこ とがあっ た り と 、 多 く の思い
出 と共に多 く の学ぶ事があ り ま した。 その中で印象に残 っ てる こ と は四つあ り ます。

一つ 目 は、 キャ ンプフ ァ イ ヤー などで、 団結力が深ま っ た こ とで この研修がとても楽 し く なっ
た こ と 。 二つ目 は、 平和祈念資料館や平和の礎、 ひめゆ り 平和祈念資料館な どでの学習 は、 戦争
の悲惨さを学び、 「戦争は二度 と して はいけない」 と い う 思い は ど この国も同 じで、 だれもが望
んでいない こ とだ と知 り ま した。 こ う いう こ とから 、 平和 につながっ てい く とので はないかと思
います。 三つ目 は、 アルベル ト城間さんの講演で、 その国の文化を受け入れる気持ち、 いつでも
ウチナー ンチュ は進化 していき、 自分を持つ こ とが大切な ど、 ウチナー ンチュ と しての
OKINAWA Spiritsについて知る こ とで これからのウチナー ンチュの生き方について学ぶ事ができ
ま した。 最後に、 みんなでエイサー を踊っ て、 改めて知 っ た こ とがあ り ます。 それは言語が違っ
ても、 ウチナー ンチュ と しての 「心の繋が り 」 がある こ とがある こ と に改めて知る こ とができま
した。

この研修は、 じぶんに と っ てただの研修で はない と思いま した。 この研修で 自分のな り たいも
のを決める こ とができた り 、 も っ と多 く の沖縄の こ とを知 り たい と思っ た り 、 この場で この研修
を終わらすのではな く 、 た く さんの人に伝えたいと思いま した。 そ して、 この絆は一生切れるも
ので はない。 と いう た く さんの気持ちがあ り ま した。 一週間 と い う 短い研修で したが、 参加者の
皆さん、 スタ ッ フの皆さん、 OB · OGの皆さん、 いっ ペー にふぇ ー で 一びる 。
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仲村 香南( 1 6)

Ka na f\la ka m u ra 
------- -------------------------------------

昭和薬科大学附属高等学校

私は、 ウチナー ジュニアスタディ ー を通 して学んだ こ とが二つあ り ます。
一つ目 は、 新たな視点から見る こ とので きた沖縄です。 移民な どの話は、 見送っ た側、 つま り

沖縄にいた人の話 しか分か り ませんで した。 しかし、 今回のツアー を通 して、 移民 と して行っ た
側の生活な どを新たに知る こ とがで きま した。

二つ目 は、 積極的 に コ ミュニケー シ ョ ンを と る こ との大切 さです。 初 日 は、 みんなどのよ う に
せつ して いいか分からず、 とてもぎこちなかっ たです。 私も このまま一週間過ごすのかなぁ と心
配 していま した。 しか し、 キャ ンプフ ァ イヤーや色んな施設の観光を通 して何でも話せるほど、
仲良 く なれま した。 ずっ と前から友達だっ たかのよ う な ぐ ら い仲良 く なれ、 も う 家族同様の存在
になっ たのではないかと思います。

初 日 は、 体調を く ず してみんな と会話できなかっ た不安を Eグルー プのメ ンバーが取 り 除いて
く れま した。 みんな話す言語が全然違う と い う 中で、 最初は身ぶ り 手ぶ り のボディ ラ ンゲー ジか
ら始ま り 、 最終的 に は互いの言葉で簡単に話せて よかっ たです。 それだけでな く 、 グロ ーバルな
ウチナー ンチュ になるため、 新たな沖縄を も っ と発見 していきたい と思います。
いっペー にふぇ ー で 一びる 。
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Shota Sei mori 
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沖縄県立首里高等学校
l-

ツアー 以前は、 言葉が通 じるか、 コ ミュニケー シ ョ ンがとれるか、 一切心配する こ と はなかっ
た。 その自負はツアー を通 して 自信になっ た。 一番大切なのは言語でもなければ、 笑顔や身ぶ り
手ぶ り のボディ ラ ンゲー ジでもない。 一番最初 にもつべきものは人への関心だ。

「 この人 と仲良 く な り たい。 」 と いう思う こ とだ。 そ う する こ とでその他の能力 は勝手に磨かれ
てい く だろ う 。

このこ と は対人間関係だけでな く 、 ウチナーネッ トワ ー クや平和の構築にも言える。 私たち若
い世代が関心を持たなければ、 それから受け継がれる こ と はな く 、 廃たれ忘れられてい く 。 私が
ウチナー ジュニアスタディ ー ツアーで感じた こ と は、 こんなに美 し く すばら しい誇 り 高い文化を
失っ て はいけない。 戦争を再び起こ してはならない。 と い う こ とだ。

このツアー のメ ンバー で強いネッ トワー クを結びさら にそれを広げ繋げる。 私たちの関心興味
が沖縄を守 り発展させてい く 。

沖縄の発展だけでな く 、 世界の平和発展のためにもウチナー ンチュス ピ リ ッ ツは有効である。
私たちの平和を愛する精神や空手の教えは文化 と共に世界へ向けて発信するべきものの一つだ。

私はシーサー にな り たい。 心に平和を愛する ウチナー ンチュス ピ リ ッ ツを据え、 様々 な困難に
勇猛果敢に立ち向かう 。 自分の行動 にいつも魂を込める 。 シーサーである こ とを忘れずに沖縄文
化、 歴史への関心、 ウチナーネッ トワ ー クヘの一端を担う誇 り 、 震天動地を掲げて いきたい。

このよう な学びの機会を用意して く ださっ た沖縄県を は じめ、 関わっ ている全てのスタ ッ フ さ
ん、 ツアー を支えて く ださっ たOB . ―OGの皆さんに感謝 しています。 とても意義のある学びです。
第一回で終わる はずであ っ た事業が各県人会の要望で続いている こ と こそ確かなウチナーネッ ト
ワ ー クの証明であ り 誇 り です。 こ こで出会っ た仲間達と次世代のウチナーネッ トワ ー クを構築 し
ていきます。
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沖縄県立那覇国際高等学校

今 回、このウチナ ージュニアス タデ ィーに参加して私は多 く のことを学ぶ事ができました。 そ
して、何よりもこの事業に参加して幸せだっ たのは、新たな絆が国境を越えて生まれたことです。
その絆は私自身の一生の宝物になるだけではな く 、将来の沖縄と世界をつなぐ架け橋になると確
信しています。

私がこのプログラムに参加しようと思っ た理由のひとつに、留学中に私は自分のアイデンティ
テ ィー は日本人ではな く 、ウチナ ーンチュであるという意識が強かっ たが、沖縄のことを聞かれ
ても知識不足であるという矛盾を直したかっ たという理由があります。 そして、実 際にこの一週
間の研修で沖縄の文化・歴史に関する場所を訪れ、学ぶことができました。 初めて訪れたひめゆ
り平和祈念資料館では、2つの女子学校が合わさっ た名 前が「ひめゆり」という名になっ たとい
うことを は じめて知りました。

しかし、この研修を終えた 今 私が考えていることは、確かに沖縄についての知識について勉強
すること は大切であるが、それよりももっ と大切なことは目には見ることができない 「ウチナ ー

ンチュの心」について考えることが大切だということです。
あの博物館で展示されていた万国津梁の鐘にすでに示されているように、ここ沖縄は小さい島

であるのにも関わらず、琉球王国の時代から世界を飛び回っ ていました。 なぜそんなことが可能
だっ たのだろうか。 それこそ、琉球民は自分達の土地に誇りを持ち、かつ相手を尊重する気持ち
をいつも持っ ていたからだろうと私は考えます。

だから、いちゃ りばち ょ ーで一、ゆいまーる、といっ た 「ウチナ ーンチュの心」をこれから先
の自分自身の人生で大切にするのはもちろん、もっ と多 く この心を伝えるよう私は努力します。
あと、この研修を通しての出会いに感謝し、大学生になっ たら世界のウチナ ーンチュを巡る旅に
出たいです。
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友利 木綿子( 18)
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Yu ko Tomori 
沖縄県立那覇西高等学校

海外参加者 と一緒に過ごすこ とで沖縄が世界中で愛されている と実感で き、 沖縄が大好き にな
り ま した。 自 然学習の ビ ー チではいつも入っ ている海なのにボ リ ビアで はあま り 海に入れない、
こんなに きれいな海に入っ たのは初めてだ という声が聞 こえて私まで は じめて入っ た感覚にな り
ま した。 と て も楽 しかっ たです。 Jam ieeがスマホをそのまま海に持っ ていっ て落 と して、 使え
な く なっ て いま した。 でもなん と あ と 1つスマホを持っ ていて ビ ッ ク リ しま した ！

そ して平和学習では平和の礎に千聖の親族の名前が載っ ていて、 私 と 同 じ沖縄の血が混ざっ て
いるんだ と形で見る こ とができま した。 次のひめゆ り 平和祈念資料館は行っ た こ と はある けれど
も う 記憶に はないので ほぼ初めての感覚で した。 学徒隊体験者の方がおっ し ゃ っ て いた 「命よ り
大事なものはない、 どんなに頭が良 く ても親よ り 先 に死んだ ら親不孝だよ。 」 とい う言葉は忘れ
られません。 平和構築ワ ー クショ ッ プでは自分のフ ァ ミ リ ース トー リ ー を知るべき だ と い う 意見
を出 しま した。 皆は今回、 沖縄にルー ツがある と知っ て いたから私たち と繋が り 一緒に学べたの
です。 誰も戦おう と は していませんで した。 自分の歴史を知 る こ と は大切です。 他にも教育を通
して平和 について考えるべきなど意見がた く さんあ り ま した。 皆で考える こ とがで きてよかっ た
です。

最後の学習 、 アルベル ト城間さんの講演はとても面白かっ たです。 まさか1時間の間であんな
に歌う と は思いませんで した。

ウチナー ンチュの受け入れる心は今も昔も変わっ ていないと感 じ ま した。 アルベル ト城間 さん
の歌は声が力強 く て応援されている よ う な気が します。 当 時の人々 も この力 強い声 に勇気づけら
れて と思い ます。 アルベル ト城間 さんに続けられる よ う に世界のウチナー ンチュを発信 していき
たいです。

また毎晩のエイサー練習 はとても楽 しかっ たです。 瞬香さんが正 々 堂々 と教えて く れて体の中
にスツ と入っ て きま した。 最初の頃は1人だけ太鼓を叩いて しまっ た り 、 声が小さかっ たけれど、
本番は最高の掛け声で感動 しま した。 親に成長 した姿を見せられた と思います。 次 は皆で大会に
出たいです。

このプログラムで沖縄をもっ と勉強 して他の人に 自信を も っ て沖縄を 自慢で きる よ う にな り た
い と思いま した。 私に は祖父母が両方 ともいな く て昔の沖縄を知る機会は少ないのですが、 近所
のお じ ー • おばー と積極的 に コ ミュニケー ショ ンを と っ ていきます。 4年後の世界のウチナー ン
チュ大会で全員集合できる こ とを願います。 最高の体験がで きて よかっ たです。 あ り が と う ござ
いま した。

5 7  



中川 友希( 1 6)

Yu ki Nakagawa 
沖縄尚学高等学校

ウチナ＿ ジュニアスタディ ー は、 私の人生を大き く 変えて く れたプログラムで した。 この1週
間で、 私が一番嬉 しかっ た こ とは、 9 カ国 に新 しい友達ができた こ とです。 最初は、 言葉が通 じ
るか、 みんな と友達になれるかすご く 不安で した。 しか し、 プログラムが始まっ てみる と、 みん
なフ レン ド リ ー で す ぐ に仲良 く なれま した。 言葉の壁があっ ても、 ジェスチャ ＿な どを通 して、
コ ミュニケ＿ シ ョ ンを取れる こ とを感 じ、 とても感動 しま した。 また、 お互いでそれぞれの国の
言葉を教えあ っ た こ とも私に と っ ていい刺激にな り ま した。 実際にプログラムがスター ト してみ
る と、 海外参加者の方が沖縄について多 く 知 っ ていて、 とても驚きま した。 驚いたの と 同 時に、
沖縄のこ と について何も知 らない自分がとても恥ずか し く な り ま した。 しか し、 このプログラム
を通 して、 今まで知らなかっ た沖縄な ど海外参加者 と学ぶこ とで新たな発見が多 く あ り 、 沖縄の
こ と について深 く 知る こ とができて 自分に と っ てすごく いい経験にな り ま した。 今回学んだ こ と
を忘れないためにも 自分でもっ と勉強 していきたいです。 そ して、 ウチナ＿ ンチュ と して、 沖縄
の魅力を世界に発信 していき、 世界と沖縄を繋げる こ とができ る よ う な人 にな り たいです。

ウチナー ジュニアスタディ ーで過ご した1週間 は今までで一番濃い 1週間で した。 思い出があ り
すぎて言葉で言い表せないほどです。 ですが、 こ こで出会っ た友達、 思い出は私に と っ て一生の
宝物です。 1週間 とい う短い期間で したが、 参加者全員 と本当の家族のよう につながる こ とがで
きた と思います。 私は、 4年後の世界のウチナー ンチュ大会でみんな と沖縄で会える こ とを信 じ
て、 このプログラムで見つけた通訳者になる という新たな自分の夢に向かっ て突き進んで行きま
す。 そ して、 来年から はボラ ンティ ア と してウチナー ジュニアスタディ ＿ に参加する 中高生を支
えていける よ う に頑張 り ます。 1週間あ り が と う ございま した。
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喜屋武 瑚乃海( 1 7)
------------------------------

Konom i Kya n 
沖縄尚学高等学校

私が今回 このプログラムヘの参加を決めたのは、 一年留学から帰っ てきて自分のルー ツである
沖縄への愛を再確認 し 、 も っ と沖縄への愛を深めたい と思っ たからで した。 九ヶ国もの人と沖縄
でつながっ て いる と い う のが私に と っ て初めてのこ とで不思議な感覚で した。 こんなにも遠 く 離
れた地に住む沖縄県系人の人が沖縄を変わらず愛 して大切 に している こ とが私に と っ て大きな喜
びで した。

中でも一番心に残っ ているのはアルベル ト城間 さんの 「沖縄の誇 り は形にできる もので はな く
て、 ちむ ぐ く る精神 ・ 受け入れる温かさだ」 と い う 言葉です。 沖縄に は世界に誇れる美 しい伝統
や綺麗な自 然がた く さんあ り ますが、 やっ ぱ り 一番の誇 り はどんな綺麗な写真にも写すこ とので
きない感 じ る こ とが分ける この 「ちむ ぐ く る 」 の心です。 私がいつも想う こ とがあ り ます。 それ
はこの世界中の人々 一人一人が少 しでも謙虚な心を持てば、 受け入れる心を持てれば世界はどれ
ほ ど平和 になるのだろ うかとい う こ とです。 どんな こ と においても大切なのは、 自 分が正 し い と
思わないこ と相手を理解 しよ う と し受け入れる心を持つ こ とだ と私は思っ ています。 この沖縄の

「ちむ ぐ く る 」 を沖縄から世界に伝えていければ世界平和 にもつながる と考えています。 またこ
のプログラムのよ う に次世代を担う若者達が集ま り価値観を共有 し仲間意識を高める こ とで平和、
そ して この美 しい沖縄の伝統と文化を継承 してい く こ と につながるのです。

この一週間、 私はた く さんの愛をかん じ ま した。 沖縄を通 して感 じた愛です。 私はこの愛を、
そ して この美 しい沖縄の伝統と文化を世界に広めていける人にな り た いです。 このプログラムを
通 して出会っ た人、 このよ う な素晴ら しいプログラムを企画 して く だ さっ た方々 に心から感謝の
気持ちでい っ ぱいです。 一生の宝物です。 本当 にあ り が と う ございま した。
このプログラムをぜひこれからもつづけて、 増や していっ て ほ しいです。
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神里 和花( 1 8)
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Nodoka Ka m izato 
-············ 

沖縄県立南部商業高等学校

私は、 ウチナ＿ ジュニアスタディ ー で、 琉球舞踊を中心と した芸能を伝えたい と思っ ていま し
た。 でも、 実際は、 教える よ り 、 教えられる こ との方が多かっ たなと感 じ ま した。

各国 に県人会があ り 、 その中で沖縄の芸能な どを、 海外の参加者たちは学んでいるのだ と い う
こ とを知 り 、 こんな遠い国でも沖縄の事を知ろ う と している こ と に うれ し く 感 じ 、 自分も、 沖縄
や、 他国のこ とをもっ と学びたいと思いま した。

ツア＿ 中 は、 美ら海水族館のバッ クヤ＿ ドを見学 した り 、 イルカ シ ョ ＿でみんなで水をあび、
海で泳げない私を フ ォ ロ ー して く れた り 、 川での ト レッ キングの時も、 足がつかな く て前に進め
ない時、 後からお して く れた り 、 みんなの優しさに触れる こ とができてうれしかっ たです。

何度も行っ た こ とがある平和祈念資料館で は、 同 じ沖縄戦で も 国 に よ っ て と らえ方がちがっ た
り 、 体験 した人1人1人にいろんなス ト＿ リ ー がある こ とを知 り ま した。

マチグヮ ＿散策で は、 何度も通っ た こ とある道でも、 みた こ とのない井戸があっ た り 、 知 らな
い道や場所もあっ て、 新 しい発見がた く さんで きま した。

各施設へ移動中のバスの中でも、 みんな との会話の中で、 学校の始まる 日 がちがう こ とや、 共
通の趣味のこ とを話 して、 楽 しむこ とができま した。

アルゼンチンや、 メキシコ など、 いろんな国からのおみやげで も ら っ たおか しやキーホ） 区←
も、 と て も う れ しかっ たです。 普段食べれない物を食べて、 す こ しふ しぎな気持ちで した。

一週間 は長いようで とても短かっ たけど、 いろんな国の人たち とつながれた し、 知 ら なかっ た
沖縄を知る こ とができて、 自分に と っ て、 とても大きな財産 とな り ま した。
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沖縄県立向陽高等学校

今回参加 させていただいたウチナー ジュニアスタディ ー は、 私の人生において最も充実 し最高
の友を得た、 かけがえのない一週間 とな り ま した。

まず、 他国の同世代 と一緒に沖縄について考える こ とで 、 様々 な価値観に触れ普段と違う 角度
から沖縄を見る こ とができま した。 特にエイサーや空手、 三線な ど伝統芸能は、 私達の想像以上
に海外の人から は魅力 的なものだ とわか り ま した。 話 し合いの中で、 「沖縄の若者はも っ と伝統
芸能 に関わるべきだ。 」 と海外の子から言われ、 沖縄に住む私達こそもっ と伝統を受け継がなけ
ればいけないと感 じま した。 また、 自 分のアイデンテイ ティ ー について考える こ とで改めて 「私
はウチナ＿ ンチュである」 と い う のを強 く 認識 し ま した。

そ して何よ り 、 最高の友を得る こ とができま した。 緊張で上手 く 会話が取れなかっ た初 日 から
は想像もつかないほど、 強い絆を結ぶこ とができま した。 キャ ンプフ ァ イヤ＿ではグル＿プでカ
を合わせてゲームを楽 しんだ り 、 OB · OGの先輩方も含めみんなで一つの輪になっ て踊 り ま した。
興奮がおさま らず、 消灯後もお し ゃ べ り が止ま らなかっ たのも一つの思い出です。 一番嬉 しかっ
たのは、 友だ けでな く 姉妹も出来た こ とです。 ホテルでずっ と 同室だっ たブラジルの子 と誕生日
が近 く 、 計算 してみる と ほ とんど同 じ時に産まれていま した。

「私と リ オは双子だね。 」 と言われて とても嬉 し く て、 地球の裏側に住む双子 とずっ と仲良 く し
たい と思いま した。

私は今回参加 して得た経験や知識、 感 じ た こ とを活か し、 将来は子供達に楽 し く 島 く と う ばを
教える国語教師とな り 、 後世まで伝統を継承する人材にな り たいです。

こ こで作っ た思い出や絆はいつまでも続 く と思います。 参加で きて本当 に良かっ たです。 そ し
て関わっ て く ださっ た全ての人々 へ、 いっ ペー にふぇ ＿で ＿びるを伝えたいです。
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知念 菜 々 子( 1 8)

Nanako Ch i nen 
-················· 

沖縄県立向陽高等学校

私はは じめ、 このプログラムを通 して海外参加者に沖縄のいい と こ ろを知っ ても ら いた い と い
う思いがあ り応募 しま した。 でも、 実際は自分が想像 していた こ と と は全 く 違っ ていて、 私 自 身
が学んだ こ との方が多 く あ り ま した。
まず、 このツアー を通 して私が知 らない沖縄の自然、 歴史、 文化な どをた く さん学ぶこ とができ
ま した。 それ と同時に、 私は本当の沖縄の良さを分かっ ていない と い う こ と に気づきま した。 海
外参加者の方が沖縄の芸能 にた く さん触れている感 じが しま した し、 今の私は、 沖縄とい う 自分
の国を海外参加者のよ う に堂々 と説明できる気が しません。 だから、 これから も っ と 自 分の大好
きな沖縄について勉強 して、 世界に沖縄を広げてい く こ とのできる人にな り たいです。
そ して、 今回のプログラムは、 10カ国から人が集まっ ていて、 分からない言葉な どた く さんあ り
ま したが、 みんなで仲良 く コ ミュニケー シ ョ ンを と る こ とができたこ とが本当 に う れ しかっ たで
す。 何よ り も、 いろ いろな視点から沖縄をは じめ、 世界を見つめる こ とが大切 だ と 感 じ ま した。
アルベル ト城間 さんの講演の中でも、 ウチナー ンチュ と しての誇 り と い う のは、 決 して形に はで
きないもの、 いろんな国の文化を大切 に し、 広い心で受け入れる ウェルカム精神こ そがウチナー

ンチュ と しての誇 り だ、 という言葉がとても心に響きま した。 だから 、 今回出会っ た仲間 と は、
一生の友達であ り 、 同 じウチナー ンチュです。 日 系 2 世、 3 世、 4 世であっ て も、 沖縄を愛 し、
自分の国で沖縄を広めたい という気持ちを持っ て く れている海外参加者に本当 に感謝 したいです。
今回 このプログラムで学んだ こ とを家族を は じめ、 私の周 り の多 く の人に伝えていきたいです。
そ して私も負けない く らい沖縄のために尽 く していきたい と思います。 私は大学で、 英語だけで
な く も う 一つ外国語を勉強 して、 世界と沖縄の架け橋となる よ う な仕事に就きたいです。
今回、 このような貴重な機会を与えて く れた関係者の皆様に感謝 したいです。 本当 にあ り が と う
ございま した。
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西原 新菜( 1 8)
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沖縄県立豊見城高等学校

私が今回UJSに参加 しま した。 一週間県内 と海外から来た同世代の県系人一緒に一週間を共に
しながら沖縄の歴史、 自然、 移民について学びま した。 県内 にいながら初めて訪れた場所、 初め
て知っ た こ と 、 また海外参加者から学ぶこ と も本当 に多 く あ り ま した。

平和学習で は昔から学校でもた く さん勉強 してきたけれど初めて知 っ た こ とが多 く 、 ひめゆ り
平和祈念資料館で はどのよ う に して戦争 に ま き こ まれたのか初めて知 り ま した。 そのあ とのワ ー

クショ ッ プで はグルー プで意見を交換も しま した。 私のグルー プは、 アメ リ カ、 メキシコ 、 韓国、
日 本の4カ 国で意見交換を したので見方の違いな どがよ く わか り ま した。

今回の一週間で は、 毎 日 エイサーの練習 も し ま した。 毎 日 2時間 ぐ ら い練習 して、 足も腕も筋
肉痛になっ たけど、 やっ ぱ り 昔からエイサー はすきだ っ たのでがんば り ま した。 最終日 にみんな
の前で踊 っ た と き は、 感きわまっ て泣いて しまいま した。 達成感とおわっ て しま う さみ しさがた
く さんあふれてきま した。

Eグルー プは個性的なグルー プで した。 「みんなのアイ ドル ヒ ロ 」 と 「お調子もののマイ
キー 」 「 し っ か り ものの友希 と香南」 、 「エイサー上手で 日 本語 ・ 英語 ・ スペイ ン語が話せて、
と て も頼 り になる最年少のあつこ」 そ して、 「頼 り な い リ ーダー の私」 。 どのグルー プよ り う る
さ く て ま とめるのが大変だ けど どのグルー プよ り 自分たちのグルー プが大好きだ と思います。
4カ 国後で意見を聞いた り するのが大変だっ たけ どみんなでちゃ ん と コ ミュニケー シ ョ ンも とれ
ていま した。 Eグルー プだけでな く 、 このUJSの参加者みんな私の大切な家族で この一週間 はこ
れまでも これから も忘れない とても素晴ら しい一週間 と断言で きます。
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松長 加奈絵( 18)
····-·········· 

Ka nae Matsu naga 
--············· 

沖縄県立南部農林高等学校

七 日間のウチナ ージュニアス タデ ィーツアーを通して、 生まれた国や育 っ た環境が違っ ていて
も沖縄に対する愛は一緒なのだと感 じました。

私は参加する事が決まっ てから、 海外から参加する人たちに沖縄の様々 な事を教えあげれたら
いいなと思っ ていましたが、 ツアーの中の学習や海外参加者を交流 してい く 中で住んでいる沖縄
の歴史や文化など知らない方が多いことに気づいたり、 逆に海外参加者に教わる事があっ たりと、
新しい沖縄を知ることがで きました。

平和学習の一つとして見学したひめゆり平和祈念資料館では、 一人一人の自分が考える平和に
ついての意見交換をした時間はとても貴重な時間となりました。 沖縄戦から学ぶ平和を様々 な視
点から考えることができ、 一つの物事をた く さんの見方があるのだと勉強にもなりました。 また、
私は祖母がひめゆり学徒隊の一人だっ たこともあり、 その歴史を深 く知りたいと思いました。

プログラムー 日 目 は少し不安があっ たのですが、 一日 一 日 を一緒に過ごし、 七 日間という短い
間で築 く ことができた絆は私の宝物とし、 これからも繋がっ ていれたらと思います。 プログラム
を通して、 沖縄についてもっ と勉強し発信していけるようになろうと思いました。 また、 私の学
校から参加するのは私が初めてということもあり、 ウチナ ージュニアス タデ ィーツアー事業のこ
とや沖縄にル ー ツを持っ ている人が世界各国にいるという事を知らない人が多いので、 私自身が
体験したことや学んだことなどを周りに伝えていき、 参加者が増えるように頑張っ ていきたいで
す。

本プログラムに参加できたことで沖縄の郷土文化についての知識を深めることができ、 また、
海外の文化を知るきっ かけにもなり、 視野を広げることができました。 本当にありがとうござい
ました。
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輿那嶺 加奈絵(2 1 )
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Ka nae Yona m ine 
沖縄国際大学

私は五年前の高校一年生の時、 ウチナー ジュニアスタディ ー に参加 しま した。 それが私に と っ
て初めての国際交流で、 英語を好きになるキッ カケにな り ま した。 当 時は全 く 英語で意思を伝え
る こ と もで きなかっ たので、 日本語がわかる友だちに通訳 して も ら っ た り して、 会話 していま し
た。 言葉が分からな く ても伝わる ものはあ り ま したが、 ツアー の後、 「 自分の言葉で気持ちを伝
えたい。 」 と い う 悔 し さが残 り ま した。 その悔 し さから、 私は英語を学び、 五年た っ た今、 英語
も大体分かる よ う になっ た し、 少 し は伝えられる よ う に もな り ま した。 しかしそれと同時に、 五
年の間 に失っ たものもあっ た こ と に気付かされま した。 以前は世界中の家族に会い に行 く 、 留学
に行 く と、 大きな夢を持っ ていた私で したが、 いつの間 にか、 「叶うわけない。 」 と色 々 なもの
を諦め、 安価で す ぐ に叶えられそ うな夢 しか持たな く なっ ていま した。 しかし、 一人の参加者の
行動宣言を聞 いて、 「なんて私はバカだっ たんだろ う 。 」 と思いま した。 彼女は、 「大学生に
なっ た ら世界中の県人会を訪れて、 旅記を書きたい。 それを皆の力を借 り て色んな言葉に訳 して
出版 したい。 そのお金でUJSのようなプログラムを増や した り 、 留学の奨学金にあてたい ！ 」 と
言いま した。 心から感動 して、 「私ももっ と大きな夢を持っ て、 それに 向かっ て本気で努力 した
い ！ 」 と思う こ とができま した。

今回のウチナー ジュニアスタディ ー はウチナーネッ ト ワ ー クが広がっ たのはもちろん、 中高生
のパワ ー に刺激を受け、 忘れていた気持ちをた く さん思い出 し、 そ して 自 分が将来 どんな仕事を
したいのかを改めて再確認する こ とができ、 大きな成長 とやる気を与えて く れま した。 私は将来、
子 どもたちに、 感動体験を通 して、 沖縄の文化の継承や国際交流な どの企画運営に携わ り 、 沖縄
にた く さん恩返 しを していきたいです。 本当 に、 2017年の青年 リ ーダー を させて下さ り あ り が
と う ございま した。
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テカチ アマンダ ルイザ( 1 7)
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Ta kach Ama nda Lu iza 
.......................................... 

アメ リカ合衆国
イ ンディ アナ沖縄県人会

ウチナー ジュニアスタディ ー ツアー は私に と っ て素晴ら しい経験で した。 このツアー のおかげで、
初めての経験や楽 しい経験がた く さんできま した。 またた く さん友達ができ、 世界中の人や沖縄
の家族に会えた り 、 沖縄について学べた り 、 日 本食もた く さん食べる こ とがで きま した。
ツアー初 日 は学びの多い日で した。 10カ国の異なる文化や習慣、 食べ物 について、 また、 そ こ に
暮らすウチナー ンチュや県人会について学びま した。 私の県人会は小規模なので、 他の県人会の
活動について、 また影響力の大きさについて聞けて楽 しかっ たです。 アイデンテイ テイ グラデー

ショ ンで は、 みんな自分自 身がどの立場にいる と考えているのか、 また自分たちのアイデンティ
ティ について どう思っ ているのかを見る こ とができたので面白かっ たです。 ウ ェルカムパー

ティ ーの余興は楽 しかっ たです。 日本の制服やダイナミ ッ ク琉球は初めて見ま した。 余興はすべ
て素晴ら しかっ たです。 初 日 は、 自分自身のアイデンテイ ティ について学んで 、 参加者 と一緒に
とても楽 しめま した。 私の自 国紹介のプレゼンテー ショ ンは他と比べて短 く 感 じたので、 来年の
課題 と して、 も っ とアメ リ カや県人会、 家族の紹介を増やすな ど して 内容を膨ら ませたい と思い
ま した。
2 日 目 も とても充実 していま した。 県庁表敬は厳かで、 歓迎されて いる と感 じた し、 アメ リ カ代
表という こ と も痛感 しま した。 ビ ーチや美ら海水族館はとても楽 しかっ たですが、 も う 少 し時間
が欲 しかっ たです。 3 日 目 は リバー ト レッキング、 BBQ、 エイサー練習、 ゲーム、 食事な どエコ
パークで過ご した時間 は最高で した。 ただ充実 していただけでな く 参加者 との絆を深める こ とが
できま した。 言葉の壁はあっ たけど、 みんな と友達になれた瞬間だっ た と思います。
平和祈念資料館、 平和の礎、 ひめゆ り 平和祈念資料館、 空手会館、 沖縄県立博物館、 首里城な ど
歴史学習 はすご く 良かっ たです。 とてもためにな り 面白 く て、 みんな沖縄のこ とをた く さん学ん
だ と思います。 特に平和祈念資料館が良かっ たです。 第二次世界大戦が、 住民を巻き込むほど沖
縄に多大な影響があっ たなんて知 り ませんで した。 た く さんの人が死んだ り 、 自殺した り 、 子供
が看護師や兵士と して働かされた り 、 戦争が人々 に これほど影響を与えていたなんて思いも よ り
ませんで した。 私はアメ リ カ人なので、 とても悲 し く なっ た し申 し訳ない気持ちになっ たけど、
でもアメ リ カ人と して きちん と学べて良かっ たです。
もちろん他の場所も素晴ら しかっ たです。 空手が沖縄発祥だ と知 ら な く て、 こんなに型の種類が
ある こ とも知 り ませんで した ！ 首里城も晴ら しかっ たです。 来年の希望 と して は、 各観光地で
も っ と見学の時間が欲 しいです。 特に平和祈念資料館は学ぶこ とが多いので、 も っ とゆっ く り 見
学 したかっ たです。
最終日 は素晴ら しかっ たです。 修了式は多数のメディ アがいる中、 参加者みんなでステー ジに上
がっ て、 とても重要で幸せな時間を過ご しま した。 ホー ムステイの家族も見に来ていて嬉 しかっ
たです。 特に さよならパーティ ーが、 このツアーの中で一番の思い出です。 参加者 と過ごす 「最
後の時間」 なので寂 しかっ たけど、 みんなの堂々 と したパフォ ー マンスを見るのはすご く 楽 し
かっ たです。 楽 し く て幸せだっ たけど、 最終日 と思う と少 し寂 し く なる瞬間もあ り ま した。 出
会っ た友達と離れるのは寂 し い し、 またみんな と集まる可能性は低いかも しれないけど、 でもみ
んなそれぞれの場所で頑張っ ている と思う と元気が出る し、 また フ ェ イスブッ クやメ ッ セー ジの
や り 取 り を続けていきたい と思います。 みんなのこ とが家族のよう に大好きだ し、 も う 、 ウチ
ナー ンチュ であ り 家族です。
一生このツアーの こ と は忘れません。 初めは日本語が話せないので参加する こ とをため ら っ てい
ま したが、 今は全 く そう思いません。 次も堂々 と参加 したいです。 このよ う な機会を く ださっ て、
本当 にあ り が と う ございま した。
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バッ トマング リ ジ ガ ブ リ エル( 1 6)
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アメ リカ合衆国---- - ------- --- ---- -- - ----- ---------------- ---------------- - ----------------- ----- ----- - - - -- ------- -• --- - -- ------ --- ----------- ----- ---- ----- ------- ---------

コ ロ ラ ド州沖縄県人会

このプログラムを通 して、 沖縄のルー ツ について よ り理解で き、 世界中のみんな と友達になれま
した。 初 日 の 「アイデンテイ ティ ーグラデー シ ョ ン」 で 、 少 し驚きま した。 なぜなら 、 自分は沖
縄に住んでいないけど沖縄寄 り だ っ たのに対 し、 沖縄出身者の何名かが海外寄 り に立っ ていたか
らです。
このツアー を通 して一番の思い 出 にのこ っ たこ と はつつ じエコパークに行っ た こ とです。 男子メ
ンバー と仲良 く な り 、 他のみんな ともた く さん話せま した。 特に、 のどかさん と 1番仲良 く な り
ま した。 言葉の壁はあ っ た けど、 沖縄の踊 りや音楽を通 してコ ミュニケー シ ョ ンを図れま した。
らいきさん と も仲良 く な り ま した。 ら い きさんがアメ リ カの音楽が好き と い う こ とが驚き ま した。
彼は私よ り アメ リ カの音楽を知 っ ている と思います ！ らい き さんはとても優 し い方です。
新 し い友達ができたこ と以外に、 エイサー を学べた こ とが嬉 しかっ たです。 小さい頃からずっ と
踊っ てみたい と思っ て いま した。 エイサーの し ゅ んか先生は優 し く て、 教えるのが上手で した。
し ゅ んか先生のエイサー愛を感 じ ま した。 し ゅ んか先生に教えても らえて本当 に良かっ たです。
首里城見学は本当 に面白 く て楽 しかっ たです。 首里城はいろんな国の影響を受 けて作られて いる
と知 り ませんで した。 中国の影響だけだ と思っ ていま した。 ずっ と行きた い と思っ て いたので行
く こ とが出来て嬉 しかっ たです。
さよならパー ティ ー は、 みんなで 一緒に居られる最後の時間だっ たので ほろ苦い気持ちにな り ま
した。 セ レモニー はまるで大好きな演歌のよう で、 「楽 し く て、 面白 く て、 悲 しかっ た」 です。
私もパ フ ォ ー マンスができた し、 みんなのパ フ ォ ー マンスも見られて楽 しかっ たです。 ブラジル
のマ リ ン さんの踊 り 「あんまー 形見ぬ一番着物」 が特に好きで した。 初めて この曲を聞きま した
が、 感動で涙がこぼれま した。 また、 マイケルさんのエイサー も好きで した。 ジェ イ ミー さんの
ダンスも、 そ して ヒ ロ さんのダンスもかっ こ よかっ たです ！ 驚 く ほ ど上手で した ！ みんな とても
良かっ たです。
ウチナー ジュニアスタディ ーの関係者、 と く にスタ ッ フの皆さん に本当 に感謝 して います。 この
ツ アー で言葉にできないほど楽 し い思い出がで きま した。 一生この日 を忘れません。
い っ ペー にふえ ーで 一びる ！

67 



レ ッ ドモン ド マイケル ジ ョ セ フ 三世( 1 6)
-···································· 

Redmond 皿 M ichael Joseoh 
·············-····························· 

アメ リカ合衆国
ワ シ ン ト ン州沖縄県人会

このツアー は私に と っ て忘れられない一週間で した。 た っ た一週間で新 し く 出会っ たみんな と強
い絆を築きながら た く さんのこ とが学べるなんて思っ ていませんで した。 毎 日 、 沖縄や私たち 自
身、 お互い について新 しいこ とを学びま した。 一生忘れられない経験とな り 、 今年のウチナー

ジュニアスタディ ー に参加で きた こ と は本当 に光栄で、 幸せな こ とだっ た と思います。
始めはあま り 馴染めなかっ たのに、 最終的 に は注目の的 になっ て いた こ とから振 り 返っ てみる と、
人間 と してだけな く 、 ウチナー ンチュ と して成長 したのかな、 思います。
ツアー初 日 、 部屋に入っ てから しばら く 、 みんなに見られて いる気が して いま した。 自分の席を
探 してゆっ く り 歩き回 っ ている と き、 みんな に 自 分の動き一つ一つを見られている よ う で 、 やっ
と席を見つけた時は、 なるべ く みんなに気づかれないよう にひっ そ り と過ご していま した。 これ
が人生を切 り 抜 く 方法だ と思っ ていた し、 ツアーの一週間も このよ う に して過ごそ う と考えてい
ま した。 しか し、 名前が呼ばれて前に来る よう指示され、 この計画は無意味にな り ま した。 自 己
紹介の後はさっ さ と 自分の席に戻っ たので、 ほとんどの人は私が何と言っ たか分からなかっ た と
思います。 部屋に戻っ てからやっ と少 し楽にな り ま した。 男子5人 と友情を育んだこの夜の こ と
は一生忘れないで し ょ う 。 最終日 には、 全参加者と家族になれた気が します。 特に私たち男子6
人は特別です。 ‘‘無敵のウチナー ンチュ ブラザー ’'です。 女子の参加者と仲良 く なるのは少 し大変
で した。 彼女たちが私の話を している と ころを耳にする まではそんなに話せなかっ た と思います。
キャ ンプフ ァ イヤーの日が私の人生を変えま した。 これまで にないほど積極的 （パーティ ーパー

ソ ン） になれた と思います。 残 り の人生も こんな風に生きていきたい と思いま した。 この夜はた
く さん踊っ て汗をいたので、 これまで にないほ どス リ ムになっ た と思います。 そ して、 世界一速
く コ ー ラを飲む記録も残せま した。 この夜に、 忘れられない、 また数え切れないほどた く さんの
思い出を作れま した。
残 り の 日 々 はまたた く まに過ぎ去 り ま した。 みんな心から楽 しんでいて、 た く さん話を して遅 く
まで起き よ う と頑張っ ていま した。 友清を深める以外には毎 日 、 沖縄に関する新 しい知識や文化、
そ して、 ウチナー ンチュのアイデンテイ ティ ーをみんなで育て、 共有 して、 守っ てい く こ とを学
びま した。
ツアーの目的である沖縄についてた く さん学んだけど、 忘れられない一番の思い出 は、 た っ た一

週間で家族のよう な絆が築けたこ とだ と思います。 この世界中でつないだ友情は、 すべて沖縄か
ら始ま り ま した。
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Koku ba Cha l issa 
------------------------ ------ ---- ------ --------- -------------------------- -- -------- -- ----

アメ リカ合衆国----- ------------------- ---- - -------- - - - ----- - ------- -- ------- ------------- ----------- - ---------------------- ---- --- -------- -------- ----- ------------------------------- -- ------ -------- -------------------------------------------------- ---------

サンディ エゴ沖縄県人会

ウチナ ージュニアス タデ ィー ツアー は、 私がまだ知らない沖縄についてた く さんのことを教えて
く れました。 これまで沖縄の歴史、 自然、 文化についてあまり関心はなかっ たけど、 ツアーを通
して、 沖縄と日本のハーフである私自身のル ー ツについて興味を持つことの楽しさを学びました。
また、 知識だけでな く 、 特 別な思い出や経験、 そして私の人生で一生関わっ ていく であろう素敵
な友達を得ることができました。
ウチナ ージュニアス タデ ィーに応募したのは、 「自分自身のルー ツについて学ぶ良いきっ かけに
なる」と母が勧めて く れたからでした。 あまり興味はなかっ たけど、 長いアメリカの夏休みを家
に引 きこもっ て眠っ て過ごすより、 このプログラムに参加する方がいいと思いました。 アメリカ
代表の参加者に選ばれた後、 叔母の家でホームステイする準備をしました。 その後のサンデ ィエ
ゴから沖縄への一人旅は、 私にとっ て初めての経験となりました。 これまで州から州への旅行は
あっ たけど、 1人で日本へ訪れたことはなかっ たので、 知らない空港で搭乗手続きをしたり、 時
間、 搭乗口の場所などを人に聞いたり、 乗り越えなきゃ いけない小さな不安がいっ ぱいありまし
た。
また、 リバートレッキングの経験ができました。 サンデ ィエゴにはリバートレッキングはありま
せん。 腰まで水に浸かることになる、 と初めて聞いた時は、 水に濡れないチームに入ろうと思い
ました。 でも、 たとえ濡れることに抵抗があっ ても、 初めての経験ができるチ ームに入ろうと考
え直しました。 正しい選択をしたことで、 全行程の中でも、 リバートレッキングが友達と楽し く
過ごした1番の思い出となりました。・ 最終的にずぶ濡れになっ たけど、 クモや虫、 深みに飛び込
んだこと、 みんなで川を泳いだこと、 全部忘れません。
博物館やひめゆり平和祈念資料館、 平和の礎を訪れたことで、 沖縄や人々 についてた く さんのこ
とを学びました。 平和祈念資料館を訪れるまでは、 沖縄戦について深 く知りませんでした。 ひめ
ゆり平和祈念資料館を訪れるまでは、 当時沖縄全体が戦地だっ たと思いもしませんでした。 私が
歩いた道にも、 た く さんの死体があっ たのかと思うとショ ックでした。 ひめゆり平和祈念資料館
でのワ ークショップでグル ープのみんなと平和について考えた時、 世界中が平和になるべきだと
強 く 願いました。 それぞれの考えを交換し共有できたことは、 本当に良かっ たと思います。
最後に、 一週間の活動を通して、 世界中の参加者と友情の絆を築 く ことができました。 言葉の壁
を乗り越えることは不可能だと思っ ていたけど、 参加者だけでな く 、 ス タッフや眩しい友情を見
せて く れた過去参加者（ボランティア） のみんなと素敵な時間を過ごすことができました。 連絡
を取り続け、 いつかまた沖縄に戻 っ て、 みんなと再会したいです ！
このツアー は一週間という短い時間で、 私のル ーツを 明 らかにして く れ、 沖縄の文化を世界中に
広めた く なるほど、 た く さんのことを教えて く れました。 サンデ ィエゴ県人会に戻っ たら、 ここ
での経験をみんなに伝えたいです。 大学では国際 関係を専攻して、 沖縄に関する知識を県人会の
ファ ミリ ー だけでな く 、 アメリカをは じめ世界中の人々 に広めていけるような手助 けをしたいで
す。
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カイジャ ク 浦崎 オ ー シ ャ ン ( 1 6)
-------------------

Kyjac- U rasa ki Ocea n 
·----------------------

カナダ--------------------------------------------------------------------

レスブリ ッ ジ沖縄文化協会

このツアー を通 して、 た く さんの こ と を学びま した。 また、 エイサー 、 リバー ト レッ キング、 伝
統工芸体験な どの体験というのは、 このツアー に参加 しなければ得られない経験ができま した。
言葉の壁もあっ て、 友達がで きるかどうか初めはとても緊張 していま した。 でも数時間後に は友
達ができ ま した。 初めは英語が話せる メ ンバー と仲良 く な り 、 次の日 には、 沖縄、 アメ リ カ 、 ブ
ラ ジル、 韓国、 メキシコ、 フ ィ リ ピ ンの参加者と仲良 く な り ま した。
私が思っ ていた以上にあっ とゆう 間 に一週間が過ぎていきま した。 沖縄のヘリ テー ジ （遺産） に
ついて参加者のみんな と学べて嬉 しかっ たです。 ひめゆ り 平和祈念資料館で学んだ こ と は驚きで
した。 私と 同世代の学生が看護師 と して戦争へ行っ ていたなんて想像もで きませんで した。 ひめ
ゆ り 平和祈念資料館や平和祈念資料館へ行っ た こ とで、 今自分が生きている こ と に感謝する こ と
がで きた と思います。 戦争経験者と して辛い過去を背負いながら も毎 日 生きている方 々 を 、 心か
ら尊敬 し ます。
今生きている こ と、 恐れる こ とな く 自 由 に世界中を旅行できる こ と、 私は本当 に幸運だ と思いま
す。 私は旅行が好きなので、 この一週間でた く さんの友達と過ごせて嬉 しかっ たです。 私たちは
島のあち こちに行きま したが、 特に ビ ーチがとても楽 しかっ たです。 すべての思い出を、 心の中
で一生大切 に していきたいです。 キャ ンプフ ァ イヤー も思い出いっ ぱいです。 カナダで抱えてい
る 問題を全て忘れさせて しまう ほどで した。 心から楽 しかっ たです。 みんなずっ と笑っ て いて、
みんな と過ご した時間、 みんなの笑顔を一生忘れません。
このツアー での経験を通 して、 沖縄の持つ文化や歴史について も っ と学びたい と思いま した。 特
に言葉を学びたい と思いま した。 こ こで新 し く 出会っ たみんな と も っ と簡単にコ ミュニケー シ ョ
ンが取れる よ う にな り たいです。 前回、 10月 に沖縄に来た時は、 こんなに早 く また沖縄に戻っ て
く る機会はない と思っ ていた し、 住んでみた い と も思いませんで した。 しかし 1週間過ご して 、 1
~2年のうちに勉強のためにまた戻 っ て きたいと思いま した。 みんなも う 家族のよ う な関係なの
で、 数年に一度 しか会えないのは悲 し い し、 またみんなに会いたいです。
みんなに出会えて、 一緒に沖縄について学べた こ と 、 こ こでの経験に心から感謝 します。 学ぶこ
と は大好きだけど、 同 時に こんなに楽 しめる と は思っ ていませんで した。 最高の思い出をあ り が
と う ございま した。 沖縄に関する こ と について学び続け、 そ して周 り の人にも教えていきたいで
す。
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岡 山 アグスティ ナ アイ リ ン( 18)
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Okaya ma Agusti na  Ai l i n  
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アルゼンチン共和国····················-

在亜沖縄県人連合会

このツアー で は、 た く さん学び、 いろんなこ とを発見 し、 私のアイデンテイ ティ をよ り 尊重す
る よ う にな り ま した。 私のお じ ー • おばー について、 彼らの文化 と しての歴史をも っ と知 り たい
と強 く 気持ちを動かされま した。 また、 今のお じ ー • おばー と よ り コ ミュニケー シ ョ ンを取るた
め、 彼 ら に今までの話を聞 く ため に 日 本語を勉強 したい と思いま した。 こ う してだんだん彼らの
歴史を学んでいき、 将来それを私の国の新 しい世代に伝えていけるからです。 でもそのためには
まだまだやらなければならない こ とがた く さんあ り 、 それを学ぶためにできるかぎ り の努力をす
るつも り です。

このツアー はさまざまな感情を見つけた一週間にな り ま した。 戦争に関する ビデオを観た と き
は泣きた く なっ た し、 でもお じ ー • おばーがどうやっ て 闘 っ てきたのかを聞 く と彼らのこ とを誇
ら し く 思えま した。 違う 国へ移民 しなければな らなかっ た と き、 彼ら は大変つら い思いを しなが
ら も 、 苦悩のその先へ、 前に進み続け、 こ う して我々 はウチナー ンチュである と言える誇 り に繋
がっ たのだ と思います。

また私のアイデンテイ ティ を決めてい く ための手助けにもな り ま した。 私がど こから来たのか、
ど こへ行 く のか。 ツアーの前は、 私はウチナー ンチュである と はっ き り思っ ていま したが、 アク
テイ ビティ の半分を過ぎた頃、 私の60％はウチナー ンチュで、 40％はアルゼンチン人である と
だんだん考え直すよう にな り ま した。 「なぜだ と思いますか ？ 」 なぜなら完璧なウチナー ンチュ
になる に は、 まず私は言葉が分からない し、 も っ と私の家系の祖先のこ とを知 らなければならな
いからです。 また大部分に アルゼンチンが占めるのは私が向 こ う で生まれ、 向 こ う の社会の中で
育ち、 私の家族の多 く がアルゼンチンにいる こ と と、 そ して私の母国語がスペイ ン語だからです。

また一方で、 私がとても好きだっ たのはみんな と一緒 にエイサー を学んだこ とです。 きっ と特
別な体験で、 一生忘れられないモノ になる と思います。 みんな最終日 にパ レッ ト く も じ前広場で
踊る こ と に緊張 しているのが見えま したが、 実際はみんなが楽 し く 歌いながら、 ヘイシを しなが
ら 、 ウチナー ンチュの気持ちを伝えながら 、 とても感動的なモノ にな り ま した。 また同時に、 私
たちが行なっ てきた練習や上手 く なる ためのそれぞれの努力が、 言葉で表すこ とのできないみん
なの気持ち と して一つにま とまっ ていた こ とを改めて思い出 させて く れま した。

ウチナー ジュニアスタディ がこれから も続いていき、 そのたびに よ り 一層素敵なものにな っ て
い っ て ほ しいな と思います。 私の小さない と こ たち (4歳 と8歳） も この機会があれば、 見方を変
えて く れる素晴 ら しい この交流にぜひ参加 してほ しいで す。

33名の参加者全員 と一緒にいる こ と はも う ないかも しれない と考える と とても悲 し く な り ます
が、 で もいつかみんなまた戻っ て く る と信 じています。 これはジュニアツアーの終わ り で はな く 、
みんなで一つの新たな目標を掲げて、 それぞれが抱いている共通の夢、 ‘‘沖縄と世界の架け橋に
なろ う ’' と い う 夢をも と に 、 新 し いステー ジの始ま り になるのです。

個人的 に は、 アルゼンチン に住む私 と同年代の若者に、 私の体験を伝えていきたいです。 自分
のアイデンテイ ティ を知る こ とが大切である こ と、 ウチナー ンチュ である こ とを誇 り に思うのは
素敵な こ と だ と い う こ と、 も っ とおじ ー • おばー を尊重すべき だ とい う こ と、 彼らのおかげで今
私たち は こ こ にいて、 私たちが持つさまざまな機会も彼らがいたから こそ今に繋がっ ている とい
う こ とを伝えていきたいです。

この交流プログラムを支えて く れたすべての方々 へ感謝 しています。 本当 に素敵な交流で 、 い
つか私もアルゼンチンで文化な どを教えながら このよう に交流を促進できたら いいな と思います。

これらの生き生き と した体験を私の こ ころのなかに刻み、 ずっ と忘れません ！
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花城 ビク ト リ ア アイ レ ン( 19)
Ha nash i ro Victoria Aylen 
アルゼンチン共和国
在亜沖縄県人連合会

--- --- -------- --------- -------------- --

私は2回ウチナ ージュニアス タデ ィーに応募し、2回のニーセー ター ツア ーに参加したおかげで、
ツアーの国際交流 で何を得られるのか大体わかっ ているつもりでいました。 でも 今 となっ ては、
私の期待は最初から高かっ たにもかかわらず、それよりもはるかに上回っ ていたと言えます。

沖縄に着 く 前 はとても緊張していて、私のル ーツである国に行 く ことも一つの理由ではありま
したが、でも何よりも、初めて言語が全 く 異なる場所に行 く ことにとても緊張していました。 今
まで行っ た他の国では、いつも大体真似できる言語が使われていたので、い く つかの 日本語の単
語は理解できるにも関わらず、やはり日本語は知らないとしか言えないのが残念な く らい、私に
と っ て 日本語は全 く 別の言語でした。

でも空港に着いて数分後、私のホームステイの方が来てからとても温かく 迎え入れて く れたこ
とがとても感動的でした。 そして一度交流 を始めると、 「沖縄の人たちすべてがこのような感 じ
なんだ」 と気付きました。

アクテ イビテ ィは素晴らしいものばかりで、人々 も明る ＜ 親切で、彼らと一緒に興味や体験を
共にしました。 彼らとでなければ、これらの思い出 は全 く 別のものになっ ていたと思います。 つ
まり誰と一緒に過ごしたかで、またいいエネルギーや姿勢で行なわなければ、物事は違うものに
なっ て く るということです。 だからス タッフの他に、ボランテ ィアの方々 は参加者を元気付ける
ために必要不可欠だっ たのだと思います。 でも私はボランテ ィアの方々 の中で誰とも話す機会が
な く 、名 前も分からないので、ボランテ ィアの方 々 もも っ と一緒にいた方がよかっ たかもしれま
せん。

アクテ イビテ ィに関しては、全部が本当に大好きなアクテ イビテ ィでした。 暑い中でも楽しみ
方を見つけ、できる限り有効に過ごしました。

ご飯はとても美味し く て豊富でした。 またツアー中とっ た水分の量も十分でした。
私がとても気に入っ たアクテ ィビテ ィは首里城見学、ボランテ ィアの方々 が企画して く れた

ゲームや那覇でポイントを見つけて写真を撮るミッション、伝統工芸体験、ひめゆり平和祈念資
料館見学、沖縄県立博物館見学、そしてエイサー練習です。 何も改善するところが思いつかない
く らい、すべて完璧以上のものでした。

こんなに大きなプロジェクトを企画するのは難しいと思いますが、それを行なっ て く れたス
タッフの方々 は、すべて計画通りに行けるよう考慮しながら進めて く れて、とても感謝していま

す。 根気と心遣いをありがとうございました ！
言葉で表しきれないほどの思い出を持っ てアルゼンチンに帰ります。 この交流 プログラムは私

にとっ ては高いですが（そう感 じるのは過ぎ去るのが早すぎるからかもしれません） でもいつか
またこの交流 のために戻っ て く ることを願っ ています。 できる限り自分の言葉をもっ と学べるよ
う頑張ります。 本当にすべて、ありがとうございました。
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メキシコ 沖縄県人会

みなさんこんにちは、 私はマ リ アです。 でもきっ と アッ コ の呼び名のほうで知られている と思
います。
私はこの作文を夜中の12時に書いていますが、 こ んな時間 になるまで、 ウチナー ジュニアスタ
ディ ー について 自分の気持ちを どう表現 した ら いいのかわか り ませんで した。
ツアー に来る前のメキシコ で は、 どうやっ て友達をつ く れるか、 アクテイ ビティ は ど う い っ たも
のなのかについて、 と っ ても不安で した。 スケジュ ールをみる と、 とても早起き しなければなら
なかっ た し、 それもまた心配になっ たからです。
ツアーの初 日 、 到着 して覚えているのはアケミや ビ ッ キー に会い、 そのあ とガ ブ リ エル く ん と少
し会話 し始めた こ とです。 そのあ と集会の広間 に行き、 チャ リ サ とも話 しま した。 そ こがこのツ
アーで楽 し く 過ご していける と気付いた瞬間で した。 最初か ら も う すで に友達ができたからです。
も う これ以上なにを書けばいいのかほん と う にわか り ません。 このツアー は私の人生を完全に変
えた と言いきれます。 それをいう に は早すぎる ほ ど私はまだ子供だ とわかっ ていますが、 で も真
剣です。

このツアー で は一生続きそうな友情を築 く こ とができ、 この人々 に出会えた こ とを とても誇ら
し く 思います。 世界中 に私の フ ァ ミ リ ーがいる と 自慢で きます。 私が一番小さいので、 架空の設
定で私は娘で、 でも私に と っ てみんなは私の姉妹です。

私がどれだけ他の参加者 と こ こで一緒に居続けたいのか知 ら ない と思います。 残念な こ と にそ
れはで きないので、 そ う 遠 く ない将来にいつかそれぞれの国の一人一人全員を訪ねたい と思いま
す。 英語を完璧に話せる よ う にな り 、 日本語も完璧に、 そ してポル トガル語や韓国語も勉強 した
いです。 異なる言語で 自分を表現する力を学びたいです。

最初は泣 く と は思っ てもいませんで したが、 でも少 しずつ私たちはよ く 集まる よ う にな り 、 ま
た写真や ビデオをみるたびに涙を こ らえる こ とがで きな く な り ま した。 本当 に、 絶対に忘れた ＜
ないジュニアでの思い出をそれほどた く さん持っ ています。 ずっ と私の心の中 に全部残っ ていて
ほ し いです。

このツアー は心のなかに刻 まれる ほ ど私の人生の中で素晴 ら しい思い出の一つにな り ま した。
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且 H iga Ch isato 
且::l ボリビア多民族国

ボ リ ビア沖縄県人会

今、 ウチナー ジュニアスタディ ー ツアーが始まっ た 日 を思い出す と 、 まるで昨日のよう に思え
ます。 私は自分の移住地の歴史は知 っ ているけれど、 他の国の移住は何も分からない、 沖縄の事
すらよ く 知 らないまま、 ウチナー ジュニアスタディ ー に参加 しま した。 一度、 自分のルー ツの事
を勉強 した く て、 他の国の人達とつなが り がもちた く て、 このツアー に応募 し ま した。 ずっ と こ
の日が来るのを とても楽しみに していま した。 このツアー に参加 したおかげで私は新 し い 自 分を
見つけられた気が します。 沖縄の事を色 々 学ぶにつれ、 私はこの島の事が大好き にな り 、 ウチ
ナー ンチュ である事を誇 り に思う よ う にな り ま した。 沖縄の皆はすご く 温か く て何よ り も 「い
ちゃ り ばち ょ ーで 一 」 という精神をもっ ているのがす ぐ に伝わ り ま した。 また、 皆が自 国紹介を
し、 それぞれが積極的 に参加 している県人会の活動の話を聞いて私は世界にはこんなに沖縄の文
化を大切 に し、 愛 している人がた く さんいる事におどろ き、 感動 しま した。 県内の皆さん と海外
の皆 さん と平和 について考える機会があ り ま した。 意見やアイデアを交換 し合いながら 、 これか
ら私達は何ができるのか、 皆が一つになっ たら争いは無 く なる と いう点について深 く 話 し合う事
ができま した。 戦争の話も 、 聞 く 事があ り 、 戦争は どれだけ残酷な争いか、 二度 と起きてはなら
ない事を思い し ら されま した

今、 私には大きな目標があ り ます。 それは、 沖縄と世界をつながる事ができる人材になる事で
す。 そのためには、 まず自分が強 く ならなきゃ いけません。 自分の県人会の活動もサポー ト し、

「WYUA」 やウチナーネッ トワ ー クを広める行事に どんどん参加 したいです。 次の世代に沖縄の
事をも っ と知 っ て も ら い、 こ う いっ た素晴 ら しい事業がある事を教えていきたいです。 この事業
で は勉強だけでな く 、 キャ ンプフ ァ イヤーや観光な どを しま した。 どんどん皆 と交流 して い く 中、
私達はすっ か り 仲良 く な り ま した。 言語や生まれ育っ た環境は皆ちが う けれど、 ウチナー ンチュ
と い う共通点で私達は家族のよ う になれま した。 このツアー で築きあげた絆は一生たも っ て いき
たいです。 そ して 、 将来ウチナーネッ トワ ー クをまた皆で広めて沖縄で会える こ とを心から願っ
ています。 このウチナー ジュニアスタディ ー ツアー は私の心に印（ しる し）をつけま した。 本当 に
参加 して よかっ たです。

最後に皆、 「 にふぇ ーで 一びる ！ ずっ とマブダチね ！ 」
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長嶺 モニカ 恵( 17)
.............. __ 
Naga m i ne Mon ica Meg u m i  
ボリ ビア多民族国
ボリ ビア沖縄県人会

ウチナー ジュニアスタディ ーの研修に応募 したこ とが昨日 みたい感 じます。 あ っ と い う 間 に研
修が終わっ て しまうので、 ち ょ っ と悲 しいです。

7月 30日 は私と千智の誕生 日 で した。 私は、 最高のプ レゼン トをも ら いま した。 それは、 みん
な と 出会っ て 、 友達になれた こ と と、 ずっ と心に残る思い出です。

最初は、 ち ょ っ と恥ずか しかっ たけど、 だんだんみんなが声をかけて く れたので とてもよかっ
たです。

ウ ェルカムパーティ ーで派遣教師やボ リ ビアに来てた人たちに会えたので とても嬉 しかっ たで
す。

私はAグルー プのメ ンバー で した。 ビ ッ キー ・ し ょ う た ・ し ょ う ご ・ る る • あ り さが私のグ
ルー プで した。
＊ し ょ う た は とて も面白 い リ ーダーで した。 Aチームの リ ーダー で良かっ た と思います。
＊ ビ ッ キー は、 いつも優し く て、 いつも笑顔で した。 ビ ッ キー と とても仲良 く なれて良かっ たで
す。
＊ し ょ う ごは、 かわい く ていつも笑顔で した。
＊ る る は、 ドイツ語を教えて く れたけど、 難 し く て忘れま した。
＊ あ り さはとても優し く て、 いつも笑っ ていま した。
私は、 こんな友達がで きて と て も うれ しいです。
ほかにも友達ができま した。 みんな優し く て、 みんないつも笑顔で、 みんなの こ とを家族のよう
に思いま した。
ェコパー クでも初めてのエイサー練習をや り ま した。
し ゅ んかさんはとてもかわい く て、 エイサーを踊る姿は とてもカ ッ コ よかっ たです。
ミルクムナ リ と三線の花の曲を踊 り ま した。
私は三線の花の曲を とても好きにな り ま した。
みんな と川 に い っ た こ と は忘れません。 とても楽 し い思い出 に残 り ま した。
ペルーのアルベル ト城間 さんから お話を聞 きま した。 歌うのがとても上手ですごかっ たです。 で
もBuenas nochesの歌を歌っ た時はとても眠 く な り ま した。
さよならパー ティ ー は、 とても楽 しかっ たけど、 みんな との最後のプログラムだっ たので、 とて
も悲 しかっ たです。
みんな、 今みんな家族みたいで う れ し いです。
みんなのこ と 、 だいだいだ～いすきにな り ま した。
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カ ンポグラ ンデ沖縄県人会

沖縄に来れて幸せでした。 私の叔父叔母さんが沖縄生まれで、私の家族と私も日本生まれです。
そして家族全員私達の起源は誇りである。 家で叔父叔母さんの会話はうちな一 ぐちだけで、家の
食事もほとんど日本料理です。 小さい頃からブラジルの文化と関わりはな く 、沖縄の歴史も分か
らなかっ た。 このウチナ ージュニアス タデ ィを参加することが出来てとても素晴らしい体験が出
来た。
最初は日本語があまり喋れな く て緊張していました、全員が親切に気を効かせて く れ少しずつ参
加者とのコ ミュニケーションができました。 ス タッフも親切で対応も良 く 、また全員の協力のお
かげでこの一週間を忘れられない素晴らしい出来事にして く れた事に感謝したい。
初日と2日 目まで参加者の国のことを学ぶことができた、また他国の沖縄の県人会の活動も見る
こともできて各国で沖縄の文化を共有していることを私にとっ て幸せに思いました。 キャンプ
ファイヤーも楽しかっ たし、ゲームあっ たからもっ と自分のチームの参加者との交流 ができ仲良
く なれた。 川 の ト レッキングも忘れられない体験でしたし、初めての体験でした、コ ースを皆と
一緒に達成まで難しかっ たけどとても良かっ た。 ブラジルの海より沖縄の方がキレイです。 海は
そんなに好き じゃ ないけれどもビ ーチアクテイビティで一番友達ができた。 博物館美術館も興味
深 く て、沖縄の戦争や歴史を学んで、その頃の沖縄の人が苦労したことを学びました。 特にひめ
ゆり学徒のアニメを見て 今 も思い出したりします。 絶対忘れられないです。 沖縄から学んだこと
は戦争をするより平和が大事という事。 国際通りも楽しかっ たし、マチグ ワ ー散策のグル ープで
ミッションをクリアすることでチームとの深い絆ができました。 最終日が私に大きな影響を与え、
最後のワ ークショ ップは皆と一緒に劇をやっ て楽しかっ た。 さよならパーティーも全員にとっ て
感動的でした。 友達のスピ ーチも感動しました。 皆の余興が楽しかっ た、私も緊張したけ ど皆に
褒められて幸せでした。 エイサー演舞がその日の最も重要なプログラムでした。 エイサー演舞後
にパ レッ ト く も じ 前広場で、りおがしゅ んかさんに感謝の言葉を伝えて、それで何年か振りに感
動でいっ ぱい泣きました。 一週間だけの期間で成功したことが素晴らしいと思いました。 家族の
ような関係になりました。 現在でも皆のこと思い出すと寂しいし、朝起きてから皆と一緒の活動
がないことが不思議です。 今 回のプログラムが素晴らし く ていろんな事で夢が叶っ た。 思っ てた
ツア ーよりも良かっ たツアーだ っ た。 今 回のツアーでの思い出は絶対忘れません。 皆が帰国する
前に8日に再び会えることを考えるだけで泣きそうになる。 ブラジルの友達にツアーのことを共

有します。 またカンポグランデの県人会の参加にもモチベ ーションにつながると思います。
人生の中で参加してきたプログラムで 今 回が一番良かっ たし、誰にでも進められます。 今 回の機
会を与えてもらっ てとても感謝し、また沖縄にいつか戻りたいです。
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ブラ ジル沖縄県人会

子 ども頃の夢が叶いま した。 沖縄に来る こ とが出来た事、 私の祖先、 私のルー ツである。 今回の
旅が私に と っ て言葉に表現できない く ら いの出来事だっ た。 この一週間はとても素晴ら し く 、 学
ぶ こ と も多 く 、 参加者達は私に と っ て特別な人々 になっ ていて、 一緒にいろんな活動もやっ た し、
沖縄の歴史を学ぶために博物館美術館、 美 ら海水族館と イルカショ ー 、 首里城と沖縄ないろんな
と こ ろで見学 しま した。 その中で感動的だっ たのが見学 したひめゆ り 平和祈念資料館で戦争で亡
く なっ た親戚の写真 と歴史を見つける こ とが感動 しま した。 ツアー の中で私に と っ て印象的だっ
た こ と は、 一週間で人一人の沖縄の繋が り があ っ て人一人の見方が変わっ た。 最終日 にエイサー

演舞を披露する為 にエイサー のワ ー クショ ッ プもあ り 、 毎回の練習が楽 しかっ た しエイサー演舞
本番も感動的で した。 エイサー は私の情熱で皆 と一緒に楽器を弾 く こ とが私の喜びで した。
参加者 と は話す言語が違い、 コ ミュニケー シ ョ ンが難 しい部分もあ り ま した、 でも今回学んだ こ
とがどこから来たのかと何語喋っ ても関係な く 、 私達はウチナー ンチュ だから皆 と結んで強化す
る事が大切なのだ と思いま した。

また将来に国際交流を通 して沖縄の歴史をもっ と勉強 し にまた来たいです。 私の希望はこ う いっ
た素晴 ら しい経験を多 く のブラジルの人々 に共有 して、 次世代の若者達に も興味を持っ て も ら い
未来の若者達にも私みたいな体験を与えられる よ う に していきたいです。 沖縄の文化を終わらな
いよう に守 り たいです。
今回全ての事に感謝 し、 人々 と過ご した時間を心の奥にずっ と保管 し、 またいつか再び会える事
が出来たら今回のこ とを振 り 返え り新 しいアイデアを交換 したいです。
ツアー の一週間あ り が と う ございま した。
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ペルー沖縄県人会

7月 28 日 、 アッコやアグス、 ビ ッ キー 、 アケミ、 マ リ ン と一緒に沖縄に到着 し、 ロ ビ ー に出る
と家族やスタ ッ フの方々 が温か く 出迎えて く れま した。 写真を撮 り 、 保険な どツアー 内容の説明
を受けたあ と はゆ っ く り休みま した。

ツアー初 日 、 朝 はあま り 気分がす ぐれず、 またパスポー トを忘れて しまいま した。 プ レゼン
テー シ ョ ンの間 とても緊張 し、 体調も少 し悪 く なっ て しまっ たので一 日休むこ と にな り ま した。
しばら く して病院に行き、 身体を休めた こ と と薬のおかげで体調も良 く な り 、 ウェルカムパー

ティ ー の後半にはまた会場に戻る こ とができま した。
次の 日 から は様々 な博物館への見学からエイサー 講習 まで、 学びや遊びの日 々 で した。 すべて

がとても楽 しかっ たです。
ー 平和祈念資料館見学中 は、 証言を読みながら泣き、 まため ぐみの家族の名前が平和の礎に刻ま
れているのを発見 し感動 しま した。
ー 沖縄そばがとても美味 しかっ たです。 唐辛子をかけすぎて しまい、 スー プがとても辛 く なっ て
しまいま した。
ー ひめゆ り 平和祈念資料館で は胸が痛 く なる よ う な思いで した。 この少女たちのこ とを私は知 り
ませんが、 本当 にすごいな と思います。
ー し ゅ んかさんの レ ッ スン は とても楽 し く 、 分か り やすかっ たです。 また、 し ゅ んかさんと私の
ホームステイが一緒に勉強 したこ とのある仲だ という繋が り を発見 しま した。
ー 川 歩き は とても疲れま したが、 同時に とても楽 しかっ たです。
- （つつ じエコパー ク） 宿泊施設では、 夜遅 く まで起き、 らいきさんが部屋のちか く を通っ た時
に は、 行っ て しま う までみんなで寝たふ り を していま した。
ー 遅 く まで起きた夜は、 星々 がとてもきれいに見え、 毎 日 は見られない眺めで した。 また、 皆 と
ラ イ ンや フ ェ イスブッ ク、 イ ンスタグラムでの連絡先を交換 しま した。

このた っ た 7 日 間で沖縄について数多 く の事を学び、 異なる国 々 の人たち と知 り 合い、 文化を
知 り 、 また今まで知 らなかっ た自分自 身を発見する こ と もできま した。 今では、 違う視点から世
界を見る こ とがで き る よ う にな り 、 ただ世界のウチナー ンチュ大会での思い出が楽 し く て沖縄に
帰 り たがっ ていた 6 歳の時の女の子は、 今は違う理由で沖縄に戻 り た い と願っ ています。 今はよ
り勉強するために、 よ り 自分のルー ツを知るために、 戻 り た い と思う よ う になっ たのです。 私の
曾祖母の家がまだ残っ ているので、 彼女を知 り 、 家族のだれかが戦争で亡 く なっ たのか、 私の家
族のこ とをもっ と知 り たいです。

いつの 日 か戻っ て く る機会がある こ とを願い、 その時が来た ら も っ と 自分のこ とをよ く 知 り 、
沖縄についてもっ と学んでいきたいです。

いつか戻るため に可能な こ とを して、 日 本語も学んで い こ う と思います。 またペルー に着いた
ら 、 日 系ウチナー ンチュの方々 に このツアー のこ とを話 してい こ う と思います。 ‘‘ゆいまー る ”で
私のできる 限 り の こ とを していき、 県人会な どをも っ と盛 り 上げていきたいな と思います。
ウチナー ジュニアスタディ ー に応募 したのは私の今までの中でよ り良い選択で した。 友達や一緒
に過ご した時間、 沖縄のすべてが恋 し く なる と思います。 でもすべてを心に刻んで一緒に持 っ て
いきます。
短い時間で したが、 この経験や思い出や新 しい友情を
い っ ペー にふぇ ー で 一びる 、 あ り がと う ございます、 thank you very m uch、 muchas gracias、
kansamida、 marami a lama po . 
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韓国沖縄県人会

ウ ェルカムパーティ ー のこ とが昨 日 のよ う に感 じ られるのにもう最後の振 り 返 り を書いているの
が信 じられない。
最初は、 皆初対面で言葉も通 じな く て帰 り たい気持ちが大きかっ た。 しか し、 自 国紹介のプ レゼ
ンを聞いて少 しずつ興味が湧いて きた。
初 日 に は本当 に皆気まず く 一 日 中緊張 していた。 そのためか時間の流れも遅 く 感 じた。 友だち

（参加者） たちが声かけて きたが、 コ ミュニケー シ ョ ンがう ま く 取れず、 すぐ言葉がな く なっ て
し ま っ た 。 それでも続けて声かけて く れて仲良 く なれた と思う 。
今思えば、 言葉が通 じない私 と仲良 く なれるため頑張っ て く れた友だち に すご く 感謝 している。
き っ と 「た く さんの勇気が必要だろ う」 と思うからあ り がと う 。 おかげで 2 日 目からは少 しずつ
話 しながら打ち解ける よう になっ た。 言葉が通 じな く てもだんだん と心が通じてい く のが不思議
で楽 し く 幸せな時間 だ っ た と思う 。 一緒に海に行っ て皆で本当 に楽 し く 遊びながら親 し く なれた
と思う 。 海で泳いだ り遊んだ り して距離が縮まっ た。 その後、 美ら海水族館、 イルカ シ ョ ー 、 エ
イサー練習、 自 国紹介まで、 あっ と い う 間 に終わっ た感 じだっ た。
2 日 目 の日程の中で一番記憶に残っ ているのは、 エイサー の練習だ。 エイサー は、 生まれて初め
て経験する文化だっ た。 韓国 にいる間はエイサーの存在すら知らな く て こ こに来て初めてエイ
サー と い う ものを習 う こ とができた。 初めて習 う こ と だ っ たが、 とても楽 しかっ た。 こ うやっ て
2 日 目 は瞬 く 間 に過ぎて しまっ た。
3 日 目 か ら は一分一秒がとて も大事に思われた。 川 の ト レッ キングでは、 ダイ ビ ングも して楽 し
かっ た。 水遊びを してお腹がすいた時に食べる 肉は、 ほっ ぺたが落ちる よ う だ っ た。 BBQを終え
てグルー プ対抗ゲームを した。 グループ対抗ゲームは、 ボラ ンティ アの先輩たちが準備 して く れ
た と聞いた。 すべてのゲー ムに皆で参加できて とても良かっ た。 私が属 しているEチームが優勝
したが、 勝ち負けに 関係な く 皆楽 しめた と思う 。 最後 に は賞品 と して も ら っ たお菓子を皆で分け
て食べた。 その後キャ ンプフ ァイヤーを し たが、 そのキャ ンプフ ァ イヤー は素敵だっ た。 初 日 に
覚えたダンスを踊っ た り して とても楽 しかっ た。 その後は就寝時間だっ たが、 友だち と遅 く まで
話 した。 言葉が通 じな く 言語は違え どお互い楽 し く お し ゃ べ り ができたのは本当 に不思議でおも
しろ い経験だっ た。 む しろ 時間が足 り ない く ら いだ っ た。 こ うやっ て楽 しかっ た3 日 目が終わっ
た。
以降の日程は、 とても時間が早 く 流れる気がした。 ひめゆ り 平和祈念資料館を見学 し、 平和の礎
で はおばあさんのお父さんの名前も見つけ、 空手体験、 そ してエイサー練習まで とてもおも しろ
い経験だ っ た。 そ して 5 日 目 首里城見学 し国際通 り を回っ た ら も う 6 日 目 にな っ ていた。
その時から、 私たちがそれぞれの家に帰る時間は残 り わずかだ と い う こ とが実感で きた。 そ して
最終日 の修了式。 この日 に は多 く の友だちの涙を見た。 その多 く の友だちがどれだけ私たちの絆
を大切 に思っ ているのかが分かっ た。 私も色んな感情が胸 に迫っ た。 多 く の感動を う け、 「もっ
と 一緒にいたい、 別れた く ない」 と、 そ して必ず再び会える よ う に 自分自身を も っ と成長させよ
う と思っ た。
このよ う に一週間 と い う 時間があ っ と い う 間 に過ぎて し まっ た。 このツアー は、 私の人生でかけ
がえのない大切なもの となっ た。 最初は軽い気持ちで参加 したが、 修了式の時は誰よ り も真剣 に
皆に感謝する気持ちを持つ よ う になっ た。 このツアー は決 して軽いもので はない こ とが体中 に し
みわたっ た。 本当 に様々 なこ とを身をもっ て体験させて感 じさせたツアー だっ た。

「世界の平和」 「世界を舞台 に活躍する私」 。 韓国でもた く さん考え話 し合っ てみた こ とだ っ た
が、 直に 10カ 国の友だち と過ご し平和 についても話 し合っ て韓国だけの狭い視野から少 しは抜け
て世界ヘ一歩踏み出 した感 じがした。
このよ う なプログラムを企画 し進めて く ださっ たすべての方々 に感謝 し 、 このプログラムに参加
した友だち にも本当 に あ り が と う と伝えたい。
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フ ィ リ ピン沖縄県人会

7月 30日 （ 日 ） はウチナー ジュニアスタディ ー ツアー 20 17の初 日 で した。 私は、 県内 • 海外参加
者に混 じ っ て部屋に入 り ま した。 私がたっ た 1人のフ ィ リ ピ ンからの参加者で、 場違いに感 じ ま
した。 する と、 誰かが肩をたたいたので嬉 し く て振 り返る と 、 それはスタ ッ フで、 私の荷物がま
だ届いていない と伝えられま した。 しばら く して、 私のホス トフ ァ ミ リ ー が荷物の問題について
直接説明 して く れま した。 この時、 すご く 不安を感 じた と同時に、 恥ずか し く な り ま した。 ホス
ト フ ァ ミ リ ー にもスタ ッ フのみなさんに迷惑をかけた く なかっ たのです。 何名かの参加者が状況
を耳に していたら し く 、 声をかけ、 部屋に来る よ う 案内 して く れま した。 最初 は何を伝えよ う と
しているのか分からなかっ たけど、 彼らは笑顔でジェスチャ ー を交えて話 して く れま した。 笑顔
ひ とつで言葉の壁なんて関係ない、 という のは本当 だ と思いま した。 この出来事が、 私の言葉の
壁の不安を振 り払っ て く れま した。 「 こんな素敵なメ ンバーが周 り にいるのなら、 きっ と大丈夫
だ」 と思い、 も う 安心だ、 と感 じ る こ とができま した。
ワ ー クショ ッ プの間、 私たちグルー プはとても有意義な話 し合いが出来ま した。 コ ミュニケー

シ ョ ンを図る難 し さは否定できませんが、 サンディ エゴから参加 した茶梨沙が、 日本語から英語
に通訳 して く れ、 イ ンディ アナ州から参加 したアマンダが、 英語からスペイ ン語に通訳 して く れ
たおかげで、 みんな発言で きた と思います。 それぞれの思いを交換する こ と は、 異なる視点で状
況を見る う えで有効だ っ た と感 じま した。 特に、 ひめゆ り でのワ ークショ ッ プが一番意味のある
話 し合いだっ た と思います。 私たちは、 歴史から何を学び世界平和を築 く ために何がで きるか考
える時間が与えられ、 また、 その方法について考えさせられま した。 難 し い問題なので、 私たち
の出 した答えが、 た とえ小さかろ うが大きかろ うが関係ない と気づきま した。 平和 になるための
ステッ プと して、 政治家に依頼する方法や、 生存者が教えて く れたよ う に、 命を大切 にする方法
も選択で きます。 このよ う に、 平和を築 く 方法はた く さんあ り ますが、 最も大切なこ と は 「今行
動する こ と 」 だ と思います。 何事においても、 どこかで始める こ とが大切で し ょ う 。
6 日 目 、 行動計画についてス ピ ーチを書 く よ う に言われま した。 しかし、 実際に達成で きるかど
うか確かで はなかっ たので難 しかっ たです。 「その道に向かっ て大きな一歩を踏み出そ う と して
いる限 り 、 小さな一歩は難 し く ない」 、 私は県人会に参加 して言葉を学びたい、 と思いま した。
そ して、 「私は日本人だろ う か」 と 自分に問いながらス ピー チを書 く こ と に し ま した。 みんなか
ら この質問をされる とき、 私はいつも 「少 し」 と答えます。 しかし、 次誰かに聞かれた と き は、
私は 「ウチナー ンチュ 」 と答える と思います。 なぜなら、 今なら違いが分かるからです。 確かに、
日本人 と答えるのは簡単だけど、 私は時間をかけてでも、 一生懸命ウチナー ンチュのアイデン
テイ ティ について共有 したいです。 私は1/8だけウチナー ンチュの血ですが、 この経験を通 して
同 じ ウチナー ンチュ と して接 しても らえま した。 受け入れても らえ、 みんな とつながっ ている気
がしま した。 エイサーパフォ ー マンスの際に特にそのこ とを実感 しま した。 私だけでな く 、 参加
者や見に来て く れた観客に と っ ても感動的な一面で した。 エイサーの先生は、 「ただ踊るので は
な く 動作1つ 1つを感 じ る よ う に ！ 」 と指導 して く れま した。 音楽に合わせて 自分の体が動 く だ け
でな く 心もシンクロ している よ う で した。 みんなで一緒に踊 っ て一つになれた よ う に感 じ ま した。
フィ リ ピ ン に住むウチナー ンチュの間で、 沖縄の文化やヘリ テー ジ （遺産） を守 り 、 良い関係を
お互いで追及 し強 く 安定 し た基盤を築 く こ とを ビジ ョ ン ・ 使命とする フ ィ リ ピ ン沖縄県人会に参
加する こ とで、 この気持ちを忘れずにいきたいです。
異なる 国 々 から築いた新たな友情は、 多様性の中で団結する こ とが可能である と う い こ とを証明
して く れま した。 私はたっ た7 日 間で実感できま した。 私たちは遠 く 離れているかも しれません
が、 いつもお互いに 自 分の道を見つけていける と信 じて います。 “私たちは兄弟 （姉妹） だから ”

沖縄という “帰る場所”がある こ とを一生忘れません。
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Oya kawa Ai 
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カナダ-----------------------------------------------

トロ ン ト球陽会

過去の歴史、 起源、 文化を知 らない人び と は、 根のない木のよう なもの。 （マー カス ・ ガ ーベイ）

ウチナー ジュニアスタディ ー 20 1 7は、 沖縄の歴史、 起源、 文化 といっ た豊富な知識を含む学び
の多いもので した。 このツアー を通 して、 参加者である私たちはみんな、 それぞれの木の根を育
て始めた と思います。
しか しながら、 も しその根が深 く 育たず土の中 に浅 く あるだけな ら … それは枯れて しまうで し ょ
う 。 だから育て続け、 強 く 育つよ う根を深 く 張らなければいけないので はないで し ょ う か。
8年前の2009年、 ジュニアスタディ ー ツアー に参加するため私は初めて沖縄を訪れま した。 この
時 に初めて、 沖縄のヘ リ テー ジ （遺産） に夢中 にな り ま した。 そ してマー カスの言葉通 り 、 私の
中 にある木が芽生えま した。
しか し、 学校や仕事が忙 し く な り 、 その木の根を積極的に育て続ける こ とや、 沖縄が持つヘ リ
テー ジ （遺産） について知識を増やす こ とがで きず8年が過ぎま した。 あの時生まれたはずの小
さな木は根を張る こ とな く 、 日 に 日 に少 しずつ枯れていきま した。
今年、 沖縄に再び戻る こ とがで き 、 忘れて しまっ た知識すべてを再び学ぶこ とがで きた こ と は、
私の心の中で一生色あせる こ とのない宝物 とな り ま した。 どんなに 日 々 の生活が忙 し く ても、 そ
のせいで この出来事を後回 し に考えて し ま う 時があ っ た と しても、 本当の意味で沖縄のルー ツを
守 り 、 維持する こ との大切さに気付 く こ とができま した。 沖縄のアイデンテイ ティ ヘの単純な興
味で はな く 、 もっ と沖縄のアイデンテイ ティ を知る必要がある と理解する こ とがで きた と思いま
す。
ジュニアスタディ ー ツアー 2009に参加 した ころの私が過ご した時間 は 「もっ たいない」 と感 じ
ま した。
だから こそ今年のツアー参加者みんなに、 「 どんなに難 し く ても沖縄のヘ リ テー ジ （遺産） を守
り 育ててほ しい、 そのために、 よ り精一杯努力 し続けて ほ しい」 と伝えたいです。 私も今度 こそ
そう したいです ！
ウチナーグチや沖縄の文化が、 沖縄だけでな く 世界中で蘇る こ とを楽 しみに しています。 き っ と、
私たちー人一人の力 によっ て可能 となるで し ょ う ！
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ニュースリリ ース

7月 3 1 日 （月 ） 沖縄テ レ ビ OTVニュ ース 1 1 : 48～放送

世界のウチナーンチュネットワと '-クを
摺う人材i青成のため 県が舞年実施

8月 7 日 （月 ） 琉球放送(RBC) ザ ・ ニュ ース 特集 1 8 : 48～放送

ナージュニ
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・幻ムス ・ 琉球新報；）

8月 1 日 （火）

8月 6 日 （ 日 ）

沖縄タイムス 社会面 掲載
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新聞（沖縄乞4ムス ・ 琉球新報）

9月 24 日 （ 日 ）

1 0月 3 1 日 （火）

沖縄タイムス 全面広告 ／ 琉球新報 全面広告 掲載

1に開かれた交流と 共生の島 ：

ウチナー

ネヅ ト ワ ー ク
1 0月30日 を 「世界の ウチ

ナーンチュの日J と制定 した

こ と を踏まえ、 国内外へ沖

縄 に 関する情報を発信！ し 、

次世代のネ ッ ト ワ ー ク の

担 い 手 育 成 等 、 ウ チ ナ ー

ネ ッ トワークの継承発展に

取り組みます。

琉球新報 社会面 掲載
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YouTube 

= DYouTube
_., lウチナージュニアスタディ ー l Q 

J「
丁

ウチナージュニアスタディ ー201 7～一万人工イサープレイベン ト～

視聡回数 30 回 ’● 1 4111 。 ＾ 共有 弐

憂 那覇市ぶ凶かテンブ項
2018/01/10 に公開

ウチナージュニアスタデイ ー201 7
2017年8月5日の一万人エイサーのブレイベン トにてエイサー演舞

● YouTube 
今年から事業の企画にYouTubeを導入。
ツアー実施中の風景を動画撮影 し、 Youtubeにアッ プする こ とで 、 参加者の保護者や関係者が
閲覧する こ とがで きた。
また、 いろんな方たちが閲覧で きる こ と に よ り 、 事業の こ と を世界に広 く 発信でき、 さ ら に多
く の人に知 っ ても ら う こ とができる こ とがYouTubeの強みである。
これから再生回数 ・ いいね数は増えてい く であろ う と考える 。

チャ ンネル
「那覇市ぶんかテンブス館」

淫
宣

那覇市ぶんかテンブス館
チャンネル登録者数 6 人

冑

検索方法
「ウチナー ジュニアスタディ ＿ 」 で検索する と ヒ ッ トする。
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UJS2017 
● 冑公鐸グループ

慎輯

ディスカッション

メンバー

イペン ト

緬

写真

グルーブの冒壇

このグ／ン・ プ＂鑽鸞 Q 

ショー トカッ ト

• UJS2017 

O UJS2016 

● facebook 

●匹み ▼ ゾ お爛らせ ,. シェア ・・・ モO·

‘"”'する ● 写真 ． ．iii O ライプ論iii 園 石

伺/J'I洩しよう

口 言11 ・ ・・ つ ァンケー ト 紐 ・ アクテ．．． ．．． 

》`アク9ィヒティ ・

ヽ ヽ Iり 00 ^＾ 00 . 0 -� ． 

・ビ2＝クの

メ:,It を重“

"” ' 吋 メ・ ・ ル アHレ”入n g 

匝•-.e0|
鱗疇 嵐"' を 重 加
このグループの内喜を紹介できます．

タク タグを重鑢
グループにはするキー ワー ドを追加でき豪す．

Facebookを利用 し、 事業実施前から参加者 と コ ンタク トを取る こ とができた。

〇 ヒュィッ ト 碩 • 

.. --- . 
Nm釦>N鹸●9999.. ，分

、: , □躙ー ，n. 

®-
停 魯爾

. y....Tomon 

神●IDIE 2, 

`PO "＂’ 

...... o“富O 四•

召豆 “ 
Gぬ心山1..匹 畑

Q 樟雰 o c 4 

また事業の実施後もツアー の思い出の写真が参加者やボラ ンティ アから投稿され、 参加者全員
が思い出を共有する こ とができた。
今年度の参加者が33名 に対 し、 現在はスタ ッ フ ・ ボラ ンティ ア ・ 過去参加者を含め、 47名が
参加 しているグルー プとなっ た。
ツアー の思い出だけでな く 、 新聞掲載や世界のウチナー ンチュの日のPR写真 ・ 実施時の写真な
ど投稿され、 また参加者が作成 した展示物がJICAフ ェスにて展示された写真な ど投稿されてい
る 。
これから も随時、 本事業関係の情報が投稿されてい く 。

● LIN E  
さ ら にLINEで もグルー プを立ち上げ、 県内参加者と海外参加者は日 々 連絡を取 り合い、 県人会
活動や誕生 日 お祝いメ ッ セー ジな どが投稿される 。
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ロゴマー

● 制作意図
既存のロコ マー クをベースにデザイ ンを さ ら にブラ ッ シュ アッ プさせ、 見やす く 、 よ り鮮やかに
ロゴをマイナー チェ ン ジ し ま した。

「Uch ina J un ior Study」 を通 じて海外移住者子弟の青少年 と県内の中高生が沖縄への理解を深
める。 協調性、 躍動感、 ネッ トワ ーク と魂（マブイ ）、 楽 しさをイメ ー ジ し、 ロゴタイプを効果的
＋ 印象良 く 、 楽 し く レイアウ ト し ま した。 また、 世界のウチナーネッ トワ ー クの継承を大きな
テー マの一つ と と らえ、 未来へ紡いでい く 尊敬と信頼を築 く イメ ー ジでグラ フ ィ カルに表現 した。

.、カ ラ ー リ ング構成
フルー で友好のチムグクルを
グ リ ー ンで協調性を
レ ッ ドで ウチナー ンチュの情熱を
イエロ ー であ く なき探究心を
スカイブルー で沖縄の美 しい自然を
それぞれ表現 しています。

• ロ ゴマーク（ボッ クスタイプ）
Tシャ ツのバッ ク に使用。
今年からマイナーチェ ンジを した こ と に よ り 、
参加者から 「かわい く て毎 日 着たい ！ 」 、

「 も う 1枚欲 しい ！ 」 とお褒めの言葉を頂いた。

またジュニアスタディ ー ツアー ・
ウチナー ジュ 一 ァスタディ ーの卒業生ボラ ンティ ア＝ 「 さ ら にキャ フクタ ーデザイ ンが強 く なっ ていて、
とてもかわいい」 と好評だっ た。

ロ ゴマーク（横タイプ）
ウ ェルカムボー ド、 ネーム フ ォルダに使用 。

jn JuniOrSt " 
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生物

● Tシャツデザイ ン
ウチナー ジユニ、 アスタディ ー オ リ ジナル T シャ ツを参加者 ・ 県職員 ・ 運営スタ ッ フ ・ ボラ ンティ
ア ・ 青年 リ ーター の全員に配布 し 、 県庁表敬 ・ さよならパー ティ ーの際に着用 。 全体の一体感を
醸成 し、 規律ある 団体行動を促 した。
また、 8/8のアフター で寄せ書きをみんなで書き合う こ と によ り 思い出の品 と して持ち帰っ た。
配布する T シ ャ ツ は、 参加者用（ 白 ） と県職員 ・ 運営スタ ッ フ ・ ボラ ンティ ア ・ 青年 リ ーダー用
（黒）の 2 種類作成。

パック

● 横断幕
サイス250 c m x45 c m  
事業名の 『ウチナー ジュニアスタディ ー 』 の文字の下に は、
10月 30日 に開催される 『世界のウチナー ンチュの日 』 を記載 しPR行なっ た。
表敬訪問や首里城 ・ 美ら海水族館などの見学施設での全体写真撮影に使用 。

201 7 ウチナージュ ニアスタティー

Uchina Junior Study 2()17 
World Uchinanchu Day 1 0.30 

• ウェルカムボー ド
空港で海外参加者のお迎えの際に使用 。
■ 沖縄方言
■ 日 本語
■ 英語
■ スペイ ン語
■ ポル トガル語
■ 韓国語
■ タガ ログ語
沖縄方言 と6カ国で 「よう こそ ！ 」 という意味。
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● ネームフォルダ
名前（ロ ー マ字含む） ・ 出身国 ・ 年齢 ・ 血液型 ・ 性別 ・ 緊急連絡先を記載

■ 白 ： 日本語圏
■ 赤 ： 英語圏
■ 青 ： スペイ ン語圏
■ 緑 ： ポル トガル語圏
■ 橙 ： 韓国語
■ 黒 ： スタ ッ フ ・ ボラ ンティ ア

• フ ェイスシール
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最終 日 の修了式 ・ さよな らパーティ ー ・ 一万人エイサ ー プ レイベン トの際、 県内参加者 ・ 県
内青年 リ ー ダー は右頬には県旗の フ ェ イスシール、 左頬に は 日 の丸のフ ェ イスシールを貼 り 、 海
外参加者 ・ 海外青年 リ ーダー は右頬に は県旗のフ ェ イスシール、 左頬に は 自 国の フ ェ イスシール
を貼 り 、 「私たちは皆ウチナー ンチュ 」 と表現を した。
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改善点

• オ リエンテーショ ン
今回初めて、 第 1 回 目 の事前学習 に県内参加者の保護者 とホス ト フ ァ ミ リ ー も参加 して も ら い、

事業の説明を行なっ たが、 説明会後にホス ト フ ァ ミ リ ー から 「県内参加者の保護者を中心に説明
している よ う に聞 こえる」 との指摘があ っ たため、 次年度のオ リ エンテー ショ ンは保護者 ・ ホス
ト フ ァ ミ リ ー に分か り やす く 説明を行なう 。

● サザンプラザ海邦
1 日 目 • 4 日 目 • 5 日 目 • 6 日 目 に宿泊 したサザンプラザ海邦はツイ ン部屋が多 く 、 参加者が部

屋の中でコ ミュニケー ショ ンが十分に とれなかっ たため、 事業と して はツイ ン部屋 は向 いていな
かっ た。
なるべ く 多 く のコ ミュニケー ショ ンを図るためには4~5名 ほど入る大部屋のホテルを宿泊する。

● エイサー

1 日 目 は参加者の緊張やプログラムがタイ トのため、 次年度はプログラムから 1 日 目のエイサー

は除外する。

● キャ ンプフ ァ イヤー

ゲームの時間が長すぎて予定よ り オーバー してキャ ンプフ ァ イ ヤー を行なっ たので、 次年度は
ゲー ムの数を減ら す方向。 またキャ ンプフ ァイヤー のダンスの時間も長かっ たので参加者の疲れ
が見えたので、 次年度のダンスの時間を短縮。

● 空手会館
今回初めてプログラムに取 り 入れ、 実施 したが展示施設と道場施設 と鍛練室のみ見学。 時間配

分が上手 く 取れず、 空手教室での空手体験が出来なかっ た。 次年度はプログラムに取 り 入れたい。

● facebookの活用
昨年からfacebookの未登録の参加者が多 く みられる。 次世代ネッ ト ワ ー ク構築のため、 ど う し

てもfacebookな どのSNSを活用 した繋が り を作 り たい。
次年度はfacebook以外のSNSで使用か、 またはfacebookの登録を義務化にする こ とを考える 。

● ホームステイ期間
海外参加者の来沖 日 をプログラム開始2 日 前 と した こ とで、 プログラム期間中 に体調不良を訴

える参加者が例年以上に多かっ た。 次年度以降はプログラム前のホームステイ期間を延ばし、 参
加者が体調を整えてプログラムに参加で き る よ う にする。
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( 1 ) こ れ ま で の海 外 参 加 者 ・ 引 率者 ・ 青年 リ ー ダー 内 訳 ＊ は ウ チナー ンチュ 大会開催年

0 国 別 内 訳 （ ） 内 は、 平成23年度 ま で は 引 率者の人数、 平成24年度か ら は青年 リ ー ダー の人数

国～名
H13 H l4 H15 Hl6 H l7 HI8 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 計＊ ＊ ＊ ＊ 

ポリピア 4 2 2 2 2 4 2 l I I 3 I 2 3 2 3 2 37 
(I) (I) (I) (I) (I) (5) 

プラジル 8 3 3 3 3 6 3 3 3 3 2 3 3 2 3 3 2 56 
(2) (!) (I) (I) (I) (l) (I) (I) (1)  (!) (I) (12) 

うちカンボグランデ 2 I 1 I I 2 l I I I I I I 1 I I 18 
(I) (I) (1) (3) 

アルゼンチン 4 2 2 2 2 3 2 2 2 2 3 I 3 2 2 2 2 38 
(!) (!) (!)  (I) ( 1)  ( 1)  (6) 

ペルー 4 2 2 2 2 3 2 l 2 2 3 I 2 1 2 3 l 35 
(I) (!) (I) (!) (I) (1) (I) (I) (!) (9) 

ベネズエラ I I 

(I) (!) 

メキシコ 2 l I 1 I 1 I I I I I 12 
(1) (!) 

キューパ I I I I I I I 7 
(I) (I) (I) (!) (I) (I) (!)  (7) 

フランス I I 
(I) (!) 

イギリス I I 2 I 5 
(I) (I) (2) 

ドイツ I 1 I I I 5 
(I) (I) (I) (3) 

アメリカ 17 6 6 5 5 JO 5 4 6 7 7 5 2 2 3 4 4 98 
(4) (2) (4) (I) (I) (2) (I) (!) (I) (!) (!) (I) (I) (21) 

うちハワイ 2 2 1 1 I I I ， 

(!) (!) 

うちグアム 1 I 2 
(I) (!) 

カナダ 4 I I I I 2 I I 1 2 I I I I 2 I 22 
(2) (!) (I) (4) 

フィリヒ°ン 3 2 2 I I I I I 12 
(!)  (I) (1) (3) 

シンガポ ール I I 
(!) (I) 

マレーシア I I I I I I 6 

韓国 I I 1 I 4 

ニューカレドニア I I I I I 5 

計
50 20 19 I 7 17 34 17 15 18 21 23 14 15 15 15  20 15 345 

(I 7) (9) (9) (5) (5) (6) (4) (4) (4) (5) (3) (!)  (I) (I) (!) (J) (!) (77) 

0 世代別 内 訳 ※ 引 率者、 青年 リ ー ダーは含 ま な い

国;------巴[
Hi3 H14 Hl5 Hl6 Hl7 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 計＊ ＊ ＊ ＊ 

1 世 I 2 I I I I I 8 
2世 26 5 6 6 3 14 5 2 5 8 8 5 2 5 3 5 4 1 12  
3世 21 8 10 8 ， 13 8 5 8 7 8 4 6 7 4 8 7 141 
4世 3 7 3 2 3 5 4 7 5 5 6 5 6 3 8 6 4 82 
5世 I I 2 
計 50 20 19 17  17 34 17 15 18 2 1  23  14  15  15  15  20 15 345 

(2
)

」
:：

ての
県 ［〗県／い］者□[〗

7

1 �1

8

1:I :

。

I〗
I

I /

] 〗
3

1 :

4

1 t]

1

:］/]：]/／lこ立平
0学生別 内 訳 （） 内 は県外参加者 ※青年 リ ー ダー は含 ま な い

国三名
Hl3 Hl4 HI5 H16 Hl7 Hl8 Hl9 
＊ ＊ 

小学生 ， 

中学生
24 13 7 5 4 I I  4 

(3) (I) 

涵校生
17 II 18 15  15  22 13 

(1) (2) 

計
50 24 25 20 19 33 I 7 

(4) (3) 

0 県 内 ・ 県外参加 者 の 男 女別 内 訳

国：
＼

＼ご竺、
Hl3 H18 

Hl4 Hl5 Hl6 Hl7 Hl9 
＊ ＊ 

男子
15 6 4 

(!) 

4 5 7 3 

女子
35 18 21 16 14 26 14 

(4) (2) 

計
50 24 25 20 19 33 17 

(4) (3) 

(3) こ れ ま で の 参加者合計 （ 海 外 、 県 内 ・ 県外）
0参加者::

| H：三二
県内 ・ 国内

計

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 計＊ ＊ 
， 

4 5 6 7 2 3 5 4 4 2 1 10  
(4) 

1 1  13  15 17 12 12  II  12 18 14 246 
(1) (1) (2) (7) 

15 18 21  24 14 15 16 16 22 16 365 
(I) (!) (2) (ii) 

（） 内 は県外参加者 ※青年 リ ー ダー は含まない

H20 

3 

12 

15 

91  

H21 

4 

14 

18 

H23 H28 
H22 H24 H25 H26 H27 H29 計

＊ ＊ 
3 4 2 3 3 4 4 3 77 

(I) 
18 20 12 12 13 12 18 13 288 

(I) (I) (2) (JO) 

21 24 14 15 16 16 22 16 365 
(1) (I) (2) (II) 

H23 I I I I I H28 
H22 H24 H25 H26 H27 | H29 l 計

＊ ＊ 

18 I 21 I 23 I 14 I 15 I 15 I 15 I 20 I 15 I 345 

14 I 15 I 16 I 16 I 22 I 16 I 365 
28 I 30 I 31 I 31 I 42 I 31 I 710 




